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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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建 築 で: 頑士 曾

第26輯 第 5 披 昭和18年 5 月食行

目 国 国

白 衣

隣 組 共 間 施設 を 中 心 と し た

[-女| 年と住生活」展貿曾 e 報告・・・ ・残築工郵技術研究所 ・日本建築協合・ ( 1  )  

「女性と佳生活 j 反感想

協同施設の持論と賀際 ・..... . .一. . . .. ...... .… ー・ ・・…・・ ・・・・石川純一郎・. ( 17) 

「女性と住生活」展につ L 、て・一 ........... ..…・ ・・ ・・…・ ・・・ ・・ノト田島兵吉・・ .( 23)

「女性と住生活」展を槻てー. ......・ー ・・・・・・・ ・…・・・・・ ・・ ・・・ 中 野 順 次 郎 … ( 26)

「女性と往生活」展を視て・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・ ・・・ -一・・・・・・竹 内 さ く… ( 27)

先斗町組令柴養共同炊事見皐の記・ ・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ 一- 編 輯 幹 事 曾 ・ ・ .( 28)

逆瀬川燥関投下演習に於ける各糧供試輔の被害獣況一演習本部調菅班… ( 34)

令力線のトラス解法への臆用 ( 2) ・・・・・・・・一一. . …・・・ ・寺 門 四 志 猪… ( 43)

* 紫 畑 重 合

す て ん しよー・… ....... .. . . . . . . . 一一. ....... . .... ... . .... . . . .長 巳 孝 雄・( 51)

績 7 坪牢の建築家・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・一... . . . . . . ... .. …. . . . .青 山 正 義 ..( 53)

ローマの回想・・ ・…. . . .. 一.. . . . . . . . . . . . . . 一・・・・・・ ・……・ 津 田 塁塁・・ ( 54') 

台軍事 iJ!t 欄合

菖蒲池厚生住宅展圃譜・・. . . .

曾 報………- ……………・……・…・・・・… ー・ …・…・……- … … ー ( 57)
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開柑湯@係濃@議設災潟

三震活綿ア口、i ヴ犠成の防音装置Ij 爆音! : 耐スる吸音率を有す

主主喜T 大 間 南 北 区 中 之 島 五 / 三O

施 玉 え5長田急建用化工株式舎社
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告

例
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E ヨ

五月例舎は京都舎勢幹事舎按Ji}: の下 に盛合裡 に終了仕候庭此度六月例舎として紳戸舎勢幹事

舎の協力を得下記の通り東播の霊 ｾｊ 圏貸太 山 寺見撃を催し候若し健脚の士行程量生 里 の往き湿り

をー杖を件、とし徒歩すれば野趣に富める務路々 々の自然の風光と新緑気分を満喫するを得併せ

て厚生運動と共に詩獲を充たすに絶好 えにらん乎奮而御申込あらん事を

1. 時 6 月20 日 ( 日) 11時 集 合 時 雨 不 論 午 後 3 時 解散橡定

1. 集 合 所 太 山 寺 境 内 安 養 寺 ( 兵庫腕明石部伊川谷村尚開3

順路 f 晴天の時〕紳戸市内板宿より市パス利用終結車にて下車夫より

徒歩約1豆半( パス始蛮6時30分より 1時間毎、 8鑓1

( 雨天の時，) 省、棋明石撰rl紳娘パス利用車基黙太山寺門前下車

( 午前 7時 .9時 .12時登片道35鑓〉

1. 祈 願 木堂陀て祈願す

1. 見 撃 太 山 寺 塔 中 安 養 院 主山村如水師の案内及説明の下に次記見皐す

仁 王 門 特 別 保 護 建 造 物

本 堂 園 賓 今 を 去 る 千 二 百 年 霊 勉 二 年 建 造

三重塔、常行! 堂外三堂、不動明王童子f象外圏繁多数特J j IJ 開扉

1. 中 食 12時安養院主の配慮にたる田舎料理の中食を友す γ 尽各人米約 I 合常

日御持参願上候J

1. 曾 奨 金多国| 也( 振替口座大阪39975) 其他にて必で夕、前納の 事 ( 但交通費は自

耕の事)

1 . 有志懇親日費量奮 金拾国也 明石市内陀て 5時間合、会場未定出席者 f' q 査報す

〈但 7 時解敬の致定〉

1 . 申 込 及 締 切 ハガキにて直に申込の事 猿定人員陀主主し?とる 時先着順締切申候

0 参加者は本舎々員陀限る。合員章{ 凧用のとと。代人は御断り。

O 申込後献席の場合にも舎費負機砂上候

0 境内に関伽井7]( とて古より名高き限病に卓効ありと云ふ湧7]( あり希

撃の向は容部持参喜うり? とし

0 出席者には参加遁知と共に名簿及堂日の注意事項等更陀通知す

見・地 . 餓

犬山寺は往古より皇族、武井守の信仰厚〈堂塔ｾ衆を極めしも今は表徴ＱＧｃ Ｑ 噴き支坊減じ隠堂甚し〈寂

領ずるも蛍日の見るべき物大要次の如し

Q 本 書聖 書臣師如旅秘f弗往古明石の海中より ill 現の愈イ象と云ふ。

0 本 金 光正天皇勅願所 ｋ して藤原鎌足公新願にま走室長男定 ｅ 堅手日 ｦ 旬開基四十一支坊あｾ L 所、御堂迭

プL栓桝型組立内外共産摩杉

0 1吉行金 御堂内は組天井閣安阿爾陀如来安置

O仁王門 本堂と同年建築大和主量入婆松白木逢桝型仕組の古代式

Of t 世苦の大塔 寛永年中構主査と云ふ入婆建十二本柱白木造

0 糠迦堂 O羅漢堂 Ol 1i f摩堂 O叡普堂 O重力鎚 堂 O十王堂等

図質 量子像、ｾ陀羅圏直等多〈を量産するも博物館陀移管せるもの叉働からぎるも現存品につき嘗日は特

に安型産院主の紹介K より関扉閲覧に供す。

圏実十五里占、登録紋下附十里占、総書寄古文書、主存籍類五十俗悪占

筒、周図は餓々たる山峯佐立して雲漢を街量逮〈庖界を隔て俗然絶へ古杉老樹繁茂し、高占展観音堂陀至

れほ雲悠綴i I ! T の中に紀泉を望み脚下 K 明石の痛や淡路島を一般 L11山境κ 在る心地す、附近渓i聞に主事布奇

岩ありJ J . 致割T、佳絶夏 l亡山中より清泉湧出するあり関伽弁水と稀する憲主主なり、之を用ふれば限病に効験

不少分析の結果合総主主ー後水と設さ今向金策して治療する人多し、堂に字詰( る御p示歌に日< r限な〈深山

にこ yf る ム訟の水E音にまどへる人を教はん」 とあり、奇なる音量叉星人吉・停へ云ふ石室丸出生の遺跡と呼

ぶ開設村も程近にあり共他一日 の見事に充分なり詳し〈は嘗日の俊明κ 書留る

昭 和 18 年 5 月

社団法人 日 本 建 築 協

4量F

Eヨ



西 及 び 南 側 外 観 平 面 圏 〈縮 尺 1 :  200) ・・ 建 坪・ 30，226 坪

首
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立 厚
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年 住

ードミd'==?11

記 宅

⑧ 11  

念 展

11  

事 園

業 諸

懸 賞 設 計 園 案 入 賞 ・ 大 木 千 鶴 子 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 局



北 及 び 西 側 外 観

平 面 園 〈縮 尺 1 ・200) ・建 坪 ・・ 28 .58 坪

懸 賞 設 計 国 案 ・ 佳 作 ・ 度 瀬 初 夫 ・ ・ 施 工 ・ 双 星 取 士

v  2  



南 及 び 東 側 外 観

本 曾 I1J  立 25 年 te 念 事 裁

菖 簿 池 厚 生 住 宅 展 圏 諸 2

平 面 圏 (綜 尺 1 :  200) ・建 坪・. 30 . 05 呼

Z号

ミ4

E畢

懸 賞 設 計 圏 実 ・ 佳 作 ・ 中 井 一 民 ・ ・ 施 工 ・ 木 村 組

3  v  



南 側 外 観

木合創立t十五年記念事業のーとして、nft'年12月

波陀強表しました菖蒲池厚生住宅( 閥急: 奈良線『宮

百11他轄下車南へ約 5丁松林池を) は 、A'i 時展官舎

開催中建設未完もあり 、各位陀充分兵の全貌を御

高官十てイJt し不得遺憾陀存じて居りました庭今般馬

民の虫nく全住宅並陀庭園植樹等完成、初夏新維の

古都近き 山麓池sI Hて木の香も高き新機構陀よる l厚

生建築美を絞って居ります。就ては其等竣功住宅

中には展覧合常時未完成のため、現在米契約分も

向若干あり 、時局統制下此後入手閤維友之等住宅

御f ? r ，撃の向 は五急: 営協合まで御申込下さい。

Ct! ，r又次披陀ても残像の住宅を 紹 介する激定です〉

v  4  

設 計 施 工 ・ 双 星 紅

平 面 圏 (縮 尺 1 :  200)  第 1 階・・ 23 .57 坪

第 2 階・・ 6 .66 坪



設 計 施 工 . iIi 木 工 務 庖

平 面 圃 ( 縮 尺 1 :  200)  

建坪・・・・ 30，205 坪

南 側 外 観

この性宅l主、本位宅地の凶焔の池にのぞんだ景勝の地に建て

られてをり 、南官! ! j にあるm路から敷地はお慣に見る様に少しあ

がってゐる。間及び北側は池にのぞんでゐて眺めがすぐれてゐ

るので、居住室l土眺望をとり 入れることを主に し採光を第二義

的に考へて 、池に商してとられてゐる。! l fl ち、廻り縁のついた

Ｘ 盤と洋聞を西向きにし 、 何 ｾｌ の室からも眺めをよくしてゐる。

ただこの廻 り縁が南方 l 間づつなので室の中から見て視野が少

々狭められる欠黙がある。この Ｘ 盤にｾｬＧＱ <  6 盛も 、北に池が眺

められるのであるが、押入を設けたい関係か、ふさいでしまっ

てゐる。惜しい気がする。洋間It 8 盛大で 8 盤とも叉、西の 4

盤' * ともつづいてゐるので使利に使へる。蕊所 ・浴室 ・便所あ

た りは簡潔にまとまってゐる。

公也に見て通路部分の少いよい間取でゐる。

1 ! i 蒲 ; 也 厚 生 住 宅 展 圏 諸 ・ 3
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南 側 外 観

この住 宅 Ｈ士 、 Ｘ 主主 ・ Ｖ 主主の二間つづｾを主にして 、

北11墓所茶の間と 中廊下をやめてこれらに結びつけ、

西 方 玄闘にあれ、て洋室をとり 、 玄関北には Ｓ Ａｉｎｾ ( 本中

室〉 ・便所があると云った、極めて常識的なプランで

ある。通路部の節約から 6 盤から洗問所 ・浴室に出入

りする様になってゐるが、これなど 6 主主h 総ての交通

の要路にあたり 、{主み方の上で多少不使を感ずるかも

知れなL 、。( か L る別法めいた住宅であれば気にする

こともなからうが。〉

洋室に{ 主演い板張のテレスを設け、お天気のよい時

に[ 士 、家具を外に持ち出してさんさんたる陽を浴びな

がら新鮮なささ気を思ふ存分駿わうと云ふ窓聞にあり 、

まことに以って厚生的性居で- ある。

v  6  

設 計 施 工 竹 中 工 務 底

卒 菌 園 〈縮 尺 1 :  200)  建坪・ 30，238 坪



設 計 施 工 ・ 軍事 木 工 務 底

平 面 圃 ( 縮 尺 1 :  200)  

建 坪・・・・ 24，00 坪

北 側 外 観

これは 、8 必を 中心に京に 6 盤 、山l二茶の間 4 担! 牛を漣 結

し、忍所 ・浴室共{山の作業部も西北隅に使ひょく配置せられて

ゐ6
0

持政l土240 坪にして{ 自のに比べて少いが、女中 な しの 5

人家滋i( '立なれば繁に住めるであらう。

抑人の多いのもよいが、8 畳図の納戸 2 品11一寸つけたりの

槻がある。プラニ ン グの際仕方なしに出来たと 云ふj j @であら

フ。

選所11 3  !盟!より 少し脱いが、その牛分l士土聞になってをり 、

且叉浴室の焚口 を凹所に設けたのはよ L 、。

外 ｲ Ｏｦｦｩ ｬ 士 協阪 認であるが 、目抜 をｾＯキ望 号 にして風槌りな 趣向

をこらし、効果をあげてゐる。

菖 ? i 池 厚 生 住 宅 展 圏 飽 ・ 4

7  v  



南 側 外 観

8 畳 ・6 担! の 2 室つづき を主にして 、東南に翠所 ・浴室、北

に茶の間 ・3 盤 、玄関脇に洋室を百Eるなど金也コムパタ トに と

りまとめてゐるが、少々弱}味が紋けてゐる。

東南関の浴室 ・洗面所{ 主位置としてよすぎるか北方! の眺めよ

く、叉、南に急; な援が泊って来てゐる地勢にてはやむを得むこ

とであらう。

墓所附近にて洗問所だけに廊下をつけたのも一考を主与するこ

とにして 、ζ の場合 6 型!或ひIt 墓所から 1: 1 : 1 入りして少しも差支

ないから 、このあたり改良をする必要がある。

外視l士綴主主、大屋根を急; 勾配にして屋根哀を利用しようと云

ふ意闘にある。この利用法もよく 、叉縫った幸子貌をて示しゐる。

設 計 施 工 ・ 岡 本 工 務 庖

ム :. ｾ＠ 7  

平 面 圏 (縮 尺 1 :  200)  建 坪・ 30，00 坪

建 菖 蒲 池 厚 生 住 宅 展 圏 諸 ・ 5
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隣中組心共同と施し設たを
「女 性 と f主 生 活」 展 覧 奮

.  
報 告

建 築 工 護 技 術 研 究 所

日 本 建 築 協 禽

措 首 所 員

企 壷 構 成
うｾ ーー ， 

賀 良日 展 示 計 壷 庚 -湖 干刀 夫

tJ 、
)11  正 制 作 指 導 河

i口L  
事

一一
部

林 清 Jii iii 中 駒
=口b-

酒 井 清
星 蹟 文

宮 回 秀 主惑 協 働 附属婦人建築研究部研究生

豊 口 克
弓三

株 式 合 祉 大。丸 企 壷 部

昭 和 18 年 5 月 16.日→ 5 月 21 日 ・ 於 大 阪 心 頭 橋 大 丸

1  v  



「 女 性 と 住 生 活 」 展 覧 書 ・ 展 示 計 壷 園

13 

世帯 9

7  

10 

円

川

阿

川

ω
]門

川

ω

1 3  

%  4・入口

• 2 ・

序

決戦段階陀酎ｾする生産精強の原動力とそは吾

々圏民生活力の型動の如何に aうる。

支那事襲以来との生活への反省と閥心とは自己

自家本位の欝態家族生活より隣保制度の確立と主主

った。そして吾が園土の巣々まで蓮る力強い生活

協向鵠命IJ の歩みは再び我園古来よりの良俗たる近

隣相扶の協同作業の素朴なる美風を農村より漁村

より呼ぴもどしつつaうる。

しかし真の協同化の創造段異質左足る吾が園風に

徹した大らかな精神と 、正しい遁確な計葺と創意

と遣しい貫践カに倹たねばな・らえEい。

v  2  
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.  ｾ＠

8  

h三副
F 百1

本所附属婦人建築研究部 、専攻科生徒に謀せる

卒業計葺主題? とる「協同施設をもっ隣組佐直計霊」

もひとへにとの主旨より若き女性の生活の中より

住への開心を集中して協働制作に主り彼女等が各

戸の主婦として形成する隣保位置の理想案を集約

したものである。

新しい日本の協同生活の確立の震の一里塚にも

と未熟、不整備をも省み歩展示の企壷を進めた。

はからすホも日本建築協舎に於ては共同主催たる力

10 

手￥|

「7
ｾ＠ ｾ＠

14 

• 3  • 

強き協力を得、又協賛後媛各位の迎解dうる御援助

に封し、質名を列記し重ねて敬意を表す共第であ

る。

共 同 主 催

協 賛

吐 固 法 人 日 本 建 築 協 合

大 政 翼 賛 舎 大 阪 府 支 部

大 政 翼 賛 会 大 限 市 支 部

大 阪 市

商工省、工欝旨導所関西支所

朝 日 新 聞 吐 大 阪 本 位

後 援

3 v  



• 4 ・

生活の簡素化協同化とは何も生活ま殺

風景なものにすることでない。今迄の因

習と見鑓の穀走捨て h 無駄走省いた新し

い生活に入る ζ とである。

お互のカ差協せて作業是一つにすれぽ

もっと生活の無駄がな〈なり能率もより

主婦の時間と努力は節減され同時に隣保

相挟の美風も助長されやれそして主婦

はζ L て得た絵力差生活充賓と鞍力士曾強

に振り向ける事が出来るであらう。

唯近頃は仕事が多い忙しいと云ふ主婦遂の聾は

各 自が奮態の生活に断ち切れ歩 、其の上に隣保信1 ]

度によって形式的の精神のない協力を温重とする

ので、はなからうか。

要は決戦生活に徹すると ととそ先づ第ーの努め

である。

i住 吋 馴 々』の 形 態 か 引 組 問 へ |

すまひのすがたは Eh とつ u> とつのかたちか らあつ まつ北か士ちへ l  

v  4  

支那事饗以前の住居C 費謹を

個人の邸宅を除外して吐命的

経掛的 i乞大別すれば一つは商品

化された資本主義的企業の聖母構

としてであり他一つは祉合問題

の救済事業の針稽として取扱は

れた。

事費後、生産臓充計霊に平行

して必然的に人口の都市集中の

結果極度の住居維と なったっ政

府は闘係組織、公共囲髄に勢務

者住宅群の建築供給を助長させ

昭和 16年にはとれを一大圏策と

して住宅管闘の設立を見たので

ある。しかも量的解決に針熔 し

て数種型式に限定し、資材節約

多量生産、 E良債切下の針策を以

て底せられつ L あるりである。

しかし、い型より特別級 7.5 坪に到る迄む各戸

の生活核態は依然たる戸別室長族本位.のものであっ

た。たとひそれが量陀ｾする目撃念封策であったに

せよー… 。とまれとり大き左足住居の饗濯とそは閥、

家の歩みと共に絶封的えに現貰でるる。

• 5 ・



一方か L る住の費謹の中十てあっても干F . 来の住居

では、農村都合を皐げて隣保制度を中心とした協

同作業イr: はそれぞれの工夫、 kjlj 意とその機能を最

高度に登揮し? と数々の質例として皐げる事が出来

る。共同炊事に付いても現存. 有り合せの用具資材

を以て叉隣同志の 2軒でも、主食物又は副食物の

みでも直ちに賀行出来る事では友からうか。叉都

市にある既成施設を利用するのも一法であらう。

• 7 ・

• 6 ・

小屋及は倉庫 ( 簡草に改造 して)

? - 屋 ( 同 )

大邸宅の厨房 ( 現存施設むまけ

寺 院 の 庫 裏 L  同 )  

飲 食 底 ( 同 〉

結果としては明らか主主る如く

農村では 入手数の解決

作業能率の向上

策費食の掻取

叉 燃 料 60%

人 件 費 50% 

主 食 物 13% 

副 食 物 14%の節約となる。

都市では 光熱料の節約

後養食の摂取

時間と努力の節約轄換等

しかし要は協働各員の精紳の徹底により親和

協調の貫接によらねば俗聞に聞く努力遁重の原

因となる恐れはある。数字の羅列 、算式のみの

解決は危険を伴ふものと思はれる。

共同施設をもっ隣組住宅計壷案

との箭IJ 作に掛る前にどん? J : 'L' 織と指導者となし

たか、そのi晶程を示す二つの壁面を用意した。

ーはとり計霊の大東互E共祭間関土計霊との関

聯性及びそれの展開である。

5  v  
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他の一つは吾々の生活内容に針する経済的見地

よりの分類にあった。

とのこつの問題にしても彪大友ものでとれを僅

か一個づつの壁面にまとめる事はむしろ無謀に近

い事でもありとの展示を複雑化するゐそれもあっ

た。 しかし王子易化した園祭を以てあく迄その過程

を明示し? と。ナ1 ' . k はち圏土計置の進展により或る

地方思想小都市が建設される麗の最小単位として

との隣組佐直が存在するとと及び閣土計.蚤-の概念

の闘解を試みたものである。

• 9 ・

隣 組 共 同 施 設

建 物 ・ 援 型

v  6  

ある。

[ 生活内容分類】

生産生活… … 商工 、農業等

之を以て菩々の生計告と確

保する

消費生活… 職場者と開放さ

れてよりの生存、慰安、

数費、消費を云ふ

そしてとの職場と住居のf . t ' !1

滑なる循環によってとそ生産

力増強は確立される。

との循環の中には園土計霊

に関聯すべき交通問題等も堂

然主主る要素と主主って居るので

吾々の住居は、吾々の隣組はとの消費生活面の

中心であり 、生産生活面の精神的の基地友のであ

れその環境を重視する所以である。

【 計 重 要 旨 】

位 置 理 想、地方小都市住居地域

皐位隣組住直面積 約8360平方米

;構 成 住 戸 数 20戸

一戸常り敷地面積 約 200平方・米



• 

皐位住居前積 50- 60平方米

戸 建 型 式 l戸建及び2戸建

共同施設面積 100平方米

家 族 構 成 4人- 5人( 夫婦、小幼老人〉

隣 組 織 員 約 100名

以上要旨は模型協同制作を主要目的とせる話、

その制作効果をも加味せる設備である。しかし防

室、防火僚件よりすれぼとの程度の分散型式を確

保したい。

模型中建型式は南型式とも生徒設計の車位住居

の 中の代表作 を型式別陀選出 し、 それに同型の共

同施設を 配置せ るものである。

構成僚件は各型式共闘各同一陀した。

べ

8  11 • 

• 10 ・

関 組 共 同 施 段 連 物 平 面 IIK縮 尺 130)

1. 炊事場 2. 配 給 場 3. 浴 室 4 洗 海

鳥島 5 集合室〈常令) 6. 防空安材陣

7 股衣室 8 食料燃料。庫 9. 園旗揚揚

窪 10. 防火用水池 11. 濡縁〈見重量遜

戯場 12 隣組文庫と紳棚 13. 配 給 仕

分 棚 14. 便 所

【共同施設内容】

共同施設建物 lOOm
2

i'[ 合まれる各施設機能の解

説である。

1. 炊 事 場 飯釜 2基、茶釜 1;基、揚物、焼

物豪、流し 2 基 、調理菱、冷蔵庫、仕分蓋

食探棚ょ調理用具、調味料 入、 朝夕 2 回、

作業にて 1 日固定食延200食。

2.配 給 場 共同施設庚間土問を 利用す。 配

給食は各戸別容器に仕分配給棚に並べる。

其他配給所より 配給品は常祷陀よりまとめ

て澱入せられ此 所にて各戸別容持に人員に

感じて仕別られる。簡易秤を設置する 0

3. 浴 ・場 休日を除き毎日誘11すも男女: l . 1IJ陀

7 v  



• 11 ・ 瞬 組 住 宅 ( 2 戸田監察〉 計 聾 ・複製

隔日に使用する暴齢以下のノj 、見は適宜入浴

が出来るものとする残湯は翌日洗滞に利用

する。

4. 洗 濯場屋外洗濯槽と浴場内洗場ー在粂用

する 0

5. 集 禽 室 庚間より橡側をへだてム昼致と

ナる、南側物見遊戯場に常てる滞徐に建績、

する 、とれは叉隣組精神的中心とたるべく

紳殿、隣組文庫を設置す。とムに於て、常

合 、数整合、慰安舎幼児遊戯及び托見等に

乗用する。

6.防空資材庫 隣組共有防宰資材 、

ポンプ、捻架、ホース等を格納

ナる。

7.封室監調査 本 共 同 総 設 最 高 屋 根

上陀設置すべく 、防空監視連絡

に資する。

8. 倉 庫 食料、燃料庫に別れ

共岡崎設消費用の格納をする

9. 国旗掲揚鹿場 本施設前面蹟場に

て建物南面に園旗掲揚蓋を設け

何 人

崎 坦 州

拘 人

岡家へのつ君主がりの中心としたく毎朝の巌

粛たる掲揚式を行ふ。其の前面庚場にては

厚生憧操各種野外集合を貰施する。

10. 菜園飼育場 食料自給の一助と協同生活の

美風漏整の震に充分の敷地を取りたり。

11. 児童遊戯場 砂場、スベリ華、プランコ等危

険怒らざる器具を設け日常の遊び場とする

【 住 居 内 容 】

と L 陀於て共同施設を利用する各翠位住居の言十

霊回標( 主として住居の質の規定〕としての僚件

'  

口
Ia ，. 食 堂

隣組野外集合式場となし隣組の • 12 ・ 隣 組 住 宅 計 軍 軍 位 住 宅 ( 2 戸 建〉平 面 画

v  8  



を抽出した。

1. 建築的合理性

建設過程陀付いて一一安僚に迅速、資材節減

の篤陀各部材の規格化より工場大量生礎化に向

けられる。

維持に付いて一一安易、快適、しかも経情的

に維持費の軽減が約束されねば充足らない。

2. 建築的安全性

天災、火災に酎する構造的、材料附配置計壷

に於て堅固定Eる事。

抗生活様式の遁合性

いはゆる寄々の生産生活に劃臆する消費生活

f 明日の活動力; 暗聾の基地として の中心とし

て健全怒る生活環境の確立はその住居自程より

ききみ出る様左足構想、と創意によって之大きな問題

• 14 ・ 瞬組住宅計霊単位住宅 ( 1戸建〉平面圏

際 組 住 宅 (1 戸吐露〉計二重. . . 担・ 13 ・

を精神的主主部面と共に如何にもして解決せねば

えにら友い。共同施設を活用する事による住居作

業部の縮少簡素化は論をま? と十一一浴室、洗濯

場の不要、厨房の簡易化、叉とれ等作業部連絡

部の供出により平面計霊を一新する結果とえにる

見たれ主主い奇を好む住居平面では泣く 、共同施

設を活用する事による 1必然的結果である。 7，5

坪の特別型住宅の作業部構成はどうであらうか

吾々は新しい住居の創造へ挺身する。

共同施設建設に営って除20戸の隣組各戸より 5

平方米の作業部面積告と供出して20戸を以て 100 王子

方米約3G坪のとの施設を建設する

との新しい佐ひ方に徹した各車位年居の平面は

50- 60平方米となるが在来の 80- 100平方米の奮

態個々木位の住居平面と比較する場合その生活内

容の充貰或は生活環境は如何で、あら うか

• 

面積む結より作業部 ぐ厨房、浴室、股

衣室 γ 洗濯場、女中室等及び之らの: f f i t 連

絡通路〕をと含めると王子均15卒方米を不裏

面積とする。叉平面計壷の不徹底は之の

種の住居にも大邸宅の縮聞と見られる配

置を以て甘ぢる妖態である。

一方本計歪む箪位住居を通じて表現さ

れる特色としては作業部の最大限省降、

簡素化及ぴ之の中心との一元化が見られ

る。従って其の作業面積として取上げる

9  v  



• 15 ・瞬組共同施段建物透視圏

と2- 4平方米を以て可能と怒る。叉板間及昼の意

識的利用は新しい生活様態の解決と関聯して重要

視される問題を提示する。吾々は戟力増強の重大

怒る責任の一端を機ふ住居が就床面積の割付を以

て一方的に定められる危険性及び将来への繭根は

慮念と云ふ文字を以て解決さる事のみであらうか

【 隣 組 の 組 織 】

現在質施されつつある隣組制に準じ隣組長以下

の構成に委員舎を設けたものでるる。

隣組委員合構成

組 長 一 l 名

共同施設委員一 2 名

数 化 委 員 一 1名

防 護 委 員 - 1 名

副 組 長 一 1名

配 給 委 員- 2 名

厚 生 委 員 一 1名

蓮 絡 委 員 ー 1名

以上w名を 6 ヶ月交代主する

委員の任務

l 共同施設委員

• 16 ・

v  1 0  

建築共同炊事用燃料、食料、費材の管理。

2配 給 委 員

隣組車位の配給品の受領、仕分、記録、舎計。

3教 化 委 員

集合、教養、貯蓄、隣組文庫等の計蓑指導、

管理。

4厚 生 委 員

集圏作業、厚生運動、定期検診、托児保育等

の賞施。

5防 護 委 員

隣組防護計重、防昼、救護訓練の指導。

6連 絡 委 員

各組の連絡、非常通報の傍逮等。

其他組長主宰による常舎. 委員舎の決定事項の

賛践に付いて各委員の範固で指導をする。

隣組の庶務合計は組長副組長の主務とする

【共同施設の運瞥】

共同施設の運営に付いては本計霊に

ては全身他の使用人を封稽とせ歩隣組

員の賞番制として各自の努力奉仕時聞

はその組員の親となり母と友ってその

責務を遂行する規約でるる。且つ共同

作業によるその環境の醇化とそ各人の

心構へと共に大きく期待すべきものと

した。

l 給食に付いて「共同炊事〕

時 時

午前 5. 00-6.30 〆朝食準備 J



1 日 の 主 婦 の 仕 事 は - ・ ・ 時 間 と 努 力 が ど の や う に 節 減 さ れ る だ ら う か

1 、在来の住宅では・…・・

午後 3.30- 6.00 ( 夕食準備〉

午後 8.00-9. 00 ( 整理、明日の準備〕

首番人員 3名、作業週期毎回 、約 7 日に

l 回の割営と主主る。

2 入浴に付いては

呼 時

午後 4.00- 5.30 ( 湯沸準備〉

翌日午前 10.00- 11.00 ( 整理、清掃〉

常番人員 2名、作業週期毎日、約10自に

l 回の割営と怒る。

( 入浴は男女別の精白となる J

3 配給に付いて

食 事 午 前6時30. 午後6.00 の二回配給各戸

別容器に人員に感じた量を仕分け配給棚

に並べる各戸ではそれを受取り使用後洗

濯して食事務了後返却して置く ( 不要の

際は前日に常番叉 Id : 係委員へ申出て無駄

を除く〕

一般必要品配給。各配給所・より隣組草位陀ま

とめて配給場へ持込まれる。配給委員立

舎の上で各戸別に仕分られ容器に納めち

現金引換へにて各戸に渡される共同炊事

に使用の分は共施、配給南委員管理の下

に共同倉庫に格納されるものとする。

2 、共同施肢を活関すれば

• 17 ・

【共同作業の時間に付いて】

共同施設を活用して主婦のー自の仕事. 時間と

努力は如何に配分されるか。

今 T 一一共同作業ニ於ケル 1 入賞ノ延作業時間

n 一 作 群 人 員

N一一隣組家庭総書主〈主婦穂署生〉

〈金値作業エハ作業人員ト等シグナル〉

f 毎日作業ナラ o =  1  

S ーー作業週期 i 隔日作業ナラ o =  2  

t 一一 1人 1 日制官作業時間トスレバ

T x n  I  T n  

t = N一 x O  =  No  ナル式ヲ得ル

共同炊事= 遁用スレパ

T=300分、 n = 3、e= 1、N= 2 0 ョリ

300x3 

t = 2 0 x | = 4 5  1 人 1 日告書リ 45分、作業トナル

厚生檀操= 付イテハ( 乳児を除< )

T =  15分、n =80、o=  1、N= 8 0

15><80 

t  = 面す丁 = 15分 1 人 1 入賞リ 15分

との場合は共同作業を行っても時間的消費は同

様でるるむしろ其他精神的環境に利鮎を求める

之等により在来の住宅に於ける主婦の作業と共

同施設の活用したとの計霊陀於ける主婦の作業時

間的に封比すれば協同作業による官余剰時聞は 1 日

首り 5時間55分を得る事陀怒る。

1  1  v  



【次鞍下の生活用具】

との隣組住区計霊案に

関聯して商工省工益事指導

所関西支所の後援を乙得て

家具食器、 日用品等生活

用具に関する新 しい方向

と規準 と同時t亡、 友邦ド

イツ の結婚家具の要旨篤

1Jt を提示 された。

すなはち能率. 経樹、

合目的を目標として

1 . 規格一定たる事

2. 大量生産可能なる事

3. 無駄た装飾を除く事

4. 安僚竪7字放る事

えにる僚件を以て動作、作業の努力の減少を計り

機能的に優れてゐなければたら主主い。

g  

ー
と

7

9

 

に

為

的

、

合

川

町

• 18 ・

とれをえて吾々は図家の要請する所、生産増強

へ又は家庭生活の充質に、教養に、次代の日本を

負って立つ子供の養育に集中すべ きである。

か〈てζ の断晶では正しい健全な施設

と、理境と、生活の簡素化、協同化の逗

しい責践によって明るい国民生活が聖書ま

れるのである。この鞍差勝ちぬく篤に。

• 19 • 

785守ーー

( l q2)  

1 3 5正巳

( 145)  

qo!.!! ' _-

( 95)  
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• 21 • 

|宗一 具|

家具は家庭生活の内容に重要な役剣りを持つ物であるが、畿時下の生活では経済、住居面積の関係

から酔り多くのものを持つ事は許されまい。むしろ牧納には捕入靭; 上手} こ利用さるべきでららう。

椅子、机等の保健的に必要なものも、堅1まな単純な快適なものや組合せ折畳み等、要否に腐じて加減

出来るも のでらって欲しL 、。こ の揚合日本の在来の ! ; t: y スや茶飼蓬等にそのヨ ザを充分認める事が出

来る。特に家具類は人睡の也掘や'JfJr乍との関係上、疲損害休業、官揮に大きな影響を持つ毒事を知らねば

ならなし、。

. 22 ・

• 23 ・ • 24 ・

食 器 |

現在感主主の食器( t 停統的な茶椀、 tt 椀、箸と西洋器が併用され混用されてゐるが、その種類様想貨

に多岐に頁り 、家庭用品中最も繁雑なものの一つである。資材〈特に陶磁器に於ける色薬燃割、漆穏

に於ける漆液〉及生産の合理化、家庭での整理無駄な豊響力の排除等の紘から、合理的な形態最少限度

の種類、微量正、溢飾の除去による無地への接近事、簡素な規格車純化へと生産方法が進められて行く

1  3  v  



• 26 ・

• 25 • 

雑品( 日用品)

我々の生活には津山の用品を必要とす石油、常に 1 機能〈便利〉、 2材糾〈泡材入 3 機遁〈丈夫〉、

4 意匠( 簡素美〉、 5 綾済〈安償〉等の黙で滅足なものでなければいけなL 、。

叉生活11常に民族や園民の生活意識の浸み出す様な生活侮統も考慮されなけれlまならな L 、。戦時十下

で11特に普からの民具や材続技術を生かす事は大切な事である。そして「簡素の中に美しL 、」単純化

規格化へと向って準まなければいけなL 、。

• 27 ・

| ドイツの結婚家具|

ドイツ閣の港型技術は、凡てドイツ民族の女化

の上に樹立さる可きである。

• 28 • 

ドイツ伎宅局による D A F ( ドイツ労働戦線〉保霞害事及品質擦を認定して、適正債務の合目的々な

文化償値高き家具を振興せしめ様とする意図の下に、 「結婚家具」が提示されてゐ 3 。そして結婚貸

付金制度により最少限度のもの広場Iへられ、月賦 ( 1/100) で・返還するのである。

1家族生活を明るく滑らかに、2 簡素で民族的で度しさの中に美しく、 3能率的で活動的で、 4子

供の健全な鐙育のために… ・・・の諮慰が特にこの家具} こ強調されてゐる。

v  1 4  



「女性と住生活J 展の第二部として展示された

「厚生住宅築j は、第一部を歩いた観者十て或ひは

ー沫の疑問を抱かしたかも知れ主主い。

それは第一部の主題と友つ? と引間々より集圏へJ

の住宅観とば脊馳する多種多様の個人的住宅案で

あったためではるるが「女性と住生活』展陀首然

包含さるべきものなので、第一部と切離して展示

したものでるる。

之は説明板にるった様t亡、婦人建築研究所の本

科生が一年間の研究を一一本科は専ら設計製園技

術の修得に研究重賠ど置き、然も第一部に現はれ

• 29 • 

厚生住宅情箆

及び段計圏、

岩 崎 縫 子 作

a込

三塁三

た高等科修了生の持つ住宅観への漸進過程として

身近か友個人住宅を封稽陀置いてゐる一一各自の

本科修了制作に盛りとんだもので. 之に針するセ

ンサク的危批判はしばらく差控へて貰ひたいと 思

ってゐる。

高女を出て一年の研鑓で此庭まで来るもの怒ら

ぽ、女性は建築設計家としてむ技能るりと認めら

れやうし、叉、将来住宅が家庭生活の主婦者であ

る女性の手で設計される日を保つものであれ叉

それによって吾々が抱いて来元住宅建築撃の空白

感は充填されるものと考へてゐる。

1 5  v  



白

口 口ρ

結 語

以上の如くして吾，- k の展示を絡へる事と主主る。

かく企聾すれば吾々はかく共同施設を活用してか

くの如き生活絵カを見出し、以て圏家的要請に供

出し得るだらう一理想、案に開せる展示でるる。故

K 直に活用出来る. 直ぐ間に合ふと云ふ意塗はt r . .

い。一つに観覧者の心構へに訴へる小さた示唆を

持つ? と共同信IJ 作作品展に過言f 1 : : にい。しかし吾々 は

其の意義を思考すれば第ーに若き女性の個々特有:

の技能を統一された主題に圏臆的制作を蹟け、其

c 協同生活自樟を皐ぴ取る事であり、第二に女性

建築家、たらんとする自費のもとに如何主主る立場に

あって自己の勢作を通じ一般に理解せしめる魯蒙

的要素を持ち得るかの確認にあれ第三陀一般に

v  1 6  

。

• 311 ・

厚 生 住 宅 横 型

及 び 段 計 画

田 村 英 子 作

てｾ ｾ｡＠
劃し戦時下新生活腫制への指示にあった。俗閣の

シナリオ化された泥給具の展示と其趣を異にする

所以である。

勿論其の封構. 内容に関して種々不備の黙菟れ

て夕、批判さるべき多くのもが残されると思考するも

其の計霊を集約して報告とする次第である。

本企聾に際し直接間接に御醍慮街l批判を得た各位に針

し、深〈感謝すると共に計霊資桝としだ引用せし次の著

者各位に敬意を表するものがある。

石川( ! 策熔氏 吉 田 秀 夫 氏 西 山 卯 三 氏

加 藤 長 雄 氏 奥弁複太郎氏 森 川 規 矩 氏

山 岸 愚 氏 伊 藤 正 文 氏 大 阪 市

建 築 畢 舎 日本建築協曾 住 宅 管 園

新 建 築 前 土 建 築 世 界 恥 住 宅 改 良 舎

( 2603. 4. 30 IJ 、JI(]玄記〉



協 同 施 設 の 理 論 と 賓 際 石 川 純 一 郎

一一 隣 組 協 同 施 設 を 中 心 と ナ る 「 女 性 と 住 生 活 」 展 覧 曾 を 観 で 一 一

私の同僚、友人の二三もと の展覧舎の計霊ーに参

劃してゐた関係上、私はその開舎前からとの展覧

合陀は相堂の闘心を持ってゐたし、叉その取扱は

んとナる問題一一「往生活の協同化」の問題K 就

いては以前から多大の興味を持ってゐたので、と

の展覧舎は是非一度参観したいと考へてゐたので

るるが、さて益を明けられて見ると何かと用事に

かまけて主主々その機舎を得歩にゐたととろ、との

展覧舎の共同主催者たる日本建築協舎からとの展

覧舎陀闘する感想を求められたので、辛じて舎期

の最終日一一日曜日の午前に寸暇をさいて一覧し

得た次第である。

食場は極めて官余俗遅うるスペ ース を占めて 、良く

云へばユ・トリがるってよく 、悪く 云へば品不足で

何庭 かにｾ虚さが残 った ｰ それは兎に角合場は内

容的に二部陀分れてゐて、第一部はとの展覧舎の

中心を鴛すもので「隣組協同施設」陀闘する一試

案の展示であり 、第二部は建築工事技術研究所卒

業生の卒業設計たる「厚生住宅」圃案及模型の展

示である。

「住生活協同化」の問題は現下の重要にして緊

急: 放る問題でるって 、と れを捕へてその解明と示

唆とを輿へんとナる試みは全く時宜を得たもので

その意義は僅少で、泣いと信歩る。叉「厚生住宅」

の問題にしても現下の流行的問題であると共陀人

類永遠の問題でるって 、よしその展示問案が僅々

ーク年の研究期聞に修得せる建築技能の結果たる

研究所女生徒の制作にしか過ぎぬとは云へ、とれ

亦何等かの影響を奥川得たかと考へる。

兎陀角全般的だ見て 、私は今回の企てに讃意を

表ナるものであり 、種々の困難を克服してとれを

貫現せしめた関係者の努力に封し多大の敬意を表

ナるものである。

合場 iζ 入って先づ最初の展示はとの展覧舎の目

襟を示し 、趣旨を説明するー展示板であって 、そ

れからは「現下の住生活の困難を解決するために

は女性の創意と工夫とによって 、手近の直ちに着

手し得られる部分から賀行に移して、住生活の協

同化、簡素化により、速やかに園家の要請たる決

戦伎態勢を将来せしめねば友らぬ」といふ意味が

汲み取れる。

績いて第一部陀入るのでるるが、その最初の部

分は次に展示さるべき「隣組協同施設」試案に劃

ナる意味附けの部分であって 、一般的に云へば

「住生活協同化」の基礎理論を解明せんと試みら

れた部分と解せられるものである。との部に現は

れた標語は「住生活の個々 性か ら集園性へJ r住

生活の協同化 と簡素化! とである。その他に「闘

土計壷より見た住居」の園解 、「経済関係より見

た住居」の因解 、 「共同炊事」の圃解等が含まれ

る。

とれに観いて「隣組協同施設J rc開ナる 一 試 案

の模型を中心とする聞読書、園面、 園解の展示があ

って 、その内容は20戸車位の隣組に劃する協同施

設、 建築物建坪100平方米、 その内に集合場、; 炊

事場 、浴場、洗濯場、燃料食料倉庫 、防空資材格

納庫を 含み 、その他に閣旗掲揚庚場、共同菜園 、

飼育場、防空監視華等を添へ、とれだけでー筒廓

を占めるものでるる。との責務は使用人を一切使

用せ歩隣組員交替でとれに営るものとなって居り

「共同炊事」は朝夕 2 回、 固定食200食標準、浴

室は男女隔日 、洗濯場は浴場の残湯を利用すると

説明される。

とれに績いて「協同施設」を持った場合の各個

住宅の参考平面園並立案がるり 、次に「能率、経 済

1 7  v  



合目的」といふ表題を附して新型式の家具食器の

寝耳及び工塞指導所製作の新食器の展示があって

第二部に入る。

第二部「厚生 住宅」は研究所女生徒む卒業制作

であり 、叉 との展覧舎の主要たる目的とはいささ

か離れてゐる嫌もあり 此庭では踊れ友いとと与す

る。叉第一部の最後の部に展示された「家具 、食

器J ( l ) 問題はとの展覧舎の標語たる「住生活の協

同化、簡素化」と無関係友ものではあり得主主いが

家具 、食器の細部にまで亘って感想を述べる富余裕

も無さそうたので自然割愛されるととに友らう。

叉第一部の前部K 展示された 「函土計重から見? と

住居」及び 「経済関係から見た住居」はその主催

者の云はんと ナ る章味が特不明で、あり、との展覧

舎の目的から考へへてもその展示の必要が薄弱だ

と考へられる し、 主主 l笠私のとれから云はんとする

ととのためには必要がないので除外する。

すると とれから私の云はんとすと黙は 、との展

覧含む棋ひたる 「協同施設」の問題、及びその基

礎理論たる 「住生活の集圏化J i 住生活の協同化

簡素化」の問題とに関するととに友る。

との展覧舎の持つ根本思想、は云ふまでもなく、

「住生活の個々性より集国性へ」といふ標語によ

って示されてゐる。

とれを内容的に解する友らぼ全盟主義思想、を示

し、型式的に解する友らぼ統制主義思想、を示して

ゐるものと見てよいであらう。

とむ標語を大見出しとした展示板には二個の寝

翼を並べて 、之を甲窮虞から乙篤民への矢印を以

て連結してゐるものであって 、その甲寝耳は幅員

l 聞か 1間宇位の極めて 、狭い小路を挟んで相針

し、雑然と建ち並んだ謂はば「裏長屋風景」であ

り、乙潟真は整然たる街廓陀 2戸建住宅の規則的

に並列した謂はぽ「住宅皆圏の経営地景観」なの

である。との 2個む篤虞を以て「個 k 性」と「集

園性」 とを表現し酎比せしめゃうとしてゐるもの

でるる 。

との展示板は約 1 メー トノレ角位の極めて小型の

もの一枚に過 ぎたいのでまうるが、その重要性は極

めて大で、との展覧舎の思想上の根本的基礎を君主

すものと考へられる。との展覧合主催者が展覧合
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趣旨に績いて第ーにとの標語を示されたのは堂然

でるった。

全髄主義 、統制主義の思想から出蛮して初めて

「生活協同化」の理解があり 、 r生活。協同化」の

理解から出張して初めて 「共同施設」の意義を把

握するととが出来る。

との展覧舎が「隣組協同施設」の一試案を示し

て、観覧者をして「隣組協同施設」の意味、内容

を知らしめ、その企劃 、賞現を訴へんとする左足ら

ぼ、是非ともその順序として「生活協同化」の意義

を充分理解せしめ 、その必要を充分感得せしめ主主

ければえにら歩 、叉「生活協同化Jの意義と必要とを

悟 らしめんがためには全瞳主義、統制主義の思想、

の完全友把握を得しめなければならなかった。

従ってとの展示板は展覧舎全部の根本を君主すも

ので極めて重大に取扱はれて然るべく 、又充分に

親切な解説が友さるべきで、るったと思ふ。

斯様な票占から見て 、との展示板は絵りに簡単に

失し? と。あのこ枚の潟真。みから「隣組協同施

設」の基礎を主主ナ精神が至宝韓主義的精神であると

とを感得せしむるのは無理で、あり 、車に型式的意

味のみに解され易い。 i 集圏」 といふ言葉自世に

しても皐左足る物の集合と解される危険お: しとし友

レ、。

との結は「往生活の協同化、簡素化」の展示板

に於ても云ひ得る。例へば「簡素化」の説明馬民

として「床脇に違棚を持つ典型的危床の間廻り」

の潟民と 、 「皐純、簡素、粛潤に取扱はれた織部

床風の新型式の床む間」の寝耳 とを針比せしめで

あるのでるるが、とれ等も甚だ型式的でるり表皮

的である。勿論その中から「簡素」の精神を汲み

取り得ないとは云は友いが、官会りに例示が偏侍し

てゐて一般観賞者には震の「簡素化」の精神の把

握は困難 ε はるるまいか。と'れ等も更に遁切な篤

真の撰爆が放されなければ1 ' d . . ら主主かった。

一瞳「住生活の簡素化」は現下生活の必然的安

請であり、又一般的要望でもるる。とれを全櫨性

の問題と関連して考へて見れば¥簡素性は全髄性

確立のための一つの要素でるり 、又全腫性確立の

自然的E斡音。むもるらう。しかし金髄性から協同性

が導かれ、協同性から共同施設そのものが生れる



といふ一聯の遁ー行一ーとれをとの展覧舎は主張し

ゃうとしてゐる様に私には思はれるのでるるが

ーーその賄からは「簡素化」の観念は傍系的部局

的意味のもののやうに考へられる。例へば生活の

合理性のやう訟ものも、全瞳性確立、協同施設成

立の要素とも考へられ、叉そのE諦吉とも考へられ

る。しかしとれ等の傍系的部局的要素を導入して

来るととは理論を一貫せしむる上に、その複雑さ

を増し 、 混 ｾｌ させ易いの ｃＧ はあるまいか。

勿論「生活簡素化」の問題はそれ自瞳重要友問

題であるから「協同化」の問題とは別に徹底して

取扱はれてよかったと思ふ。草に「床の間J tc傍

託して型式的にのみ設かんとナるのは疑問だと思

ふ。勿論簡素化された型式K は簡素たる精神を宿

ナものe ' はるらうが、質際の展示では単に型式的

にのみ解され易〈、叉「床の間」といふ様友もの

を取り上げたととが既に問題であらう。

大櫨「協同施設」怒るものを単に型式だけから

見るととは危険で、あり無理で、ある。との展覧舎に

示されたやうな完備せる「協同施設」の型式が備

へられたとしても、との「協同施設」を共同して

所有し、運営ぜんとする隣組の人 k の聞に精神的

思想的金題性が打ち立てられ怠ければ「協同施

設」は十全の機能を殻揮し友い。勿論隣組の人々

の聞に何等かの精神的、思想的連結が全然主主けれ

ば「協同施設J は成立し得たいかも知れ君主いが、

叉E互に個々の生活上の利便の一致、或は極めて第

窟主主る現生活上の或る種の必要から「協同施設」

が誕生したとしても、かムる個人的利径、必要の

みによってその存在基礎を奥へられた「協同施

設」は民の全瞳性の上に打ち立てられたものでな

いだけに、各個の利径と必要との泊、失を模機に分

解せざるを得t . r . い危険7状態にあるともいへる。

「協同施設」の一部をえEす共同炊事施設のみにつ

いて考へでも、今日共同炊事らしく運営されつつ

るる共同炊事の大部分は工場、舎前士、皐校、農村

等のものであって、しかも農村のものは大韓農繁

期のみの短期のものであり、撃校給食もその一般

的登達は遅々たるものであり、工場、合祉其他の

大規模なものでもその経営K 困難を感じっ. l . a > る

ものも少く主主いと聞き及んで、ゐる。まして隣組と

いふ様友小規模主主ものはその設立さへ種々の困難

に閉まれて、特別た人々の間陀行はれつ. . . . a > る僅

かえ主ものを除いては一般的には全く行はれてゐな

いと云ってい L 。専門家の閉陀さへ隣組共同炊事

の如きものは特殊な短期間で主主ければ成立たない

といふ意見さへるる。

何故陀共同炊事、或は一般的に「協同施設」が

簡単に成立ち得ないか、又幾多の困難を胃して成

立しでもその経管に行きづまりを生歩るか。

とれには幾多の僚件があらう。然しその中の最

も重要主主黙は「協同施設」を共有せんとする人々

の間陀真の全韓性、協同性が確立されないからで

あり、個人的利径は互に一致する場合に相結んで

「協同施設」を成立せしめる模機を得るのである

が、叉同時に個人的利径はその微妙なる不一致に

よってとれを崩壊せしめる棋機を持つ放でるる。

結局「共同施設J の成立は金値的基曜に於て初

めて完全な成立が見られると芳へられる。

私はと与にさを腫的基礎といふ言葉を用ひ 、上 来

全憧主義といふ言葉を用ひて来? と。しかしとの言

葉は全髄のための個人の犠牲と誤解され易いと思

ふ。しかし私の云はんとするととろは全(周一如的

境地陀於ける金を意味する。然らまれば金腫にｾ

迫される個人の不満は到底完全なる全胞と個人と

の融和を望み得るもので友い。

兎に角か与る意味の主主髄的基礎の上にのみ民の

「生活協同化」は額現ナべく、か与る基礎の上に

のみ民の「協同施設」は存在し得る。

私は「協同施設」を解読する上陀、か L る基礎

論は続くととの出来友い重要性を持つものと考へ

る。あの展示板の「住生活の個々性から集圏性

ヘJ r住生活の協同化簡素化」といふ標語はか L

る意味を持つものと解し、叉賞然解さねば主主らぬ

ものと思ふ。それにつけてもあの「裏長屋風景」

と「替圏住宅地風景」との 2枚の篤民の劉比「複

雑君主奮套的危床の間」と「簡潔な新型式の床の

間」との寝耳の針比のみに放置した組末さを慌た

らなく思ふものでるる。

次に展示された「隣組協同施設」に関する一試

案はまうる意味に於ては貰現的でるり、 aうる意味に

於ては理想的であった。との一試案の解説の示す
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ととろによれば64平方米前後の一般住宅の作業部

分( 華所、浴室、脱衣室、洗濯場等〉は約15平方

米あるといふ。とれを協同施設を利用するととと

すれば作業部分は 2 平方米に減少ナるといふ。而

してその節約し得る面積中各戸 5平方米宛を隣組

20戸より集めて 100 平方米の協同施設に劃する建

築物を建設するといふ。さればE互に建築のみの融

から考へれば質現の可能性は認められ、住宅管圏

其他の園慢が集園的に住宅を建設ナる場合に極め

て髄少な資材と努力の増加によってとの一試案の

如き共同施設を持つ隣組住宅群を建設し得る。か

ι る黒占は王見質的と見られるであらう。

然し隣組10棟20戸車位に各々との試案の如き協

同施設を持っとする友らぽ協同施設のみに過大の

敷地を充堂せねばならえ主くたる。 .10煉をー街廓に

牧容ずるとすれば、道路等を除外せる宜際利用金

敷地面積の50パーセントを協同施設のために要す

るとと陀なり、 5 機をー街廓に牧容するとナれば

同じく 33パーセントを要するととに主主り 、現質的

には多大の疑問を生歩る。か L る黙は非現質的と

見得るであらう。

叉協同施設自瞳を見てもその中陀含まれるもの

は①炊事場、②配給場、③浴場 、④洗濯場、⑤集

合場 、⑥防空費材庫、⑦防昼監視華、③食料燃料

倉庫、⑨園旗掲揚庚場、⑩菜園 、飼育場であるが

③⑥⑦⑮の如きは全く現質的でるって、今日共同

浴場に行く脅慣は特別のものでもないし、隣組共

用の防塞資材は共同の格納庫に容れられるのも一

般的であり、針昼監視華が隣組共用に設けられて

ゐる例も珍らしく主主いし、休閑地を利用して隣組

共同菜闘の貰施されてゐるのも到るととるに見受

けられるものである。叉②④⑤⑧⑨の如きも多少

の困難はるっても、事情さへ許せば質現の可能性

はあると思はれる。たどどうしても①の共同炊事

の問題は現賓の問題に近づけて来るために多大の

困難と障碍のあるととは前にも云った如くでる

る。さればと云って共同炊事は今日質現性が乏し

いからと云って築てらるべきでは友い。共同炊事

を行ふととによって物資、努力 、時聞の節約、叉

積極的に策養上の利径は議論の官余地が主主い。され

(':f r住生活協同化」の一面として共同炊事は我々

の理想とされてよいやうに思はれる。
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兎に角試案に示された集図的隣組住宅及びその

協同施設はその部分K 於てはある種の理想と現賓

とを混有ナるものであるが、とれを全随的K 見る

君主らぽ全く一個の理想、考案たのである。

との展覧舎を見る人々は大多数借家住ひの.人々

であって 、一般普通の住宅に住んでゐる人ヰーであ

る。との人々がよしあの試案によって動かされた

としてもまうの理想的型式を責現し得べくも友い。

よし叉新らしく住宅を新築し得る人々であったと

しても個人のカではとれ亦不可能でるる。是非と

も相営強大主主る国慢の力によらなければ友らた

い。あの試案の型式は観覧者の一人一人に劃して

は、質現の可能性から見て「高嶺の花」君主のであ

る。と云? ても斯様君主理想の姿を示すのが無意味

だといふのでは主主い。私はるの程度より吏陀更に

高い理想の姿に於て「往生活協同化」を表現して

貰った方がよかったとさへ恩ふ。

それにも拘らす= 私は同時に観費者の一人一人に

とって、質際性を持った極めて現質的な表現が是

非主主ければならえにかったと考へる。理想を示した

のみでは宰陀過を易い。各，人の責際陀即し? とま見質

可龍性をと持ったものを同時陀示して初めて観賞者

に強〈影響し得ると信歩る。

殊にとの展覧舎の趣旨に於て「手近な直ちに着

手し得るととろから進まう」といふ質際性が強調

されてゐるに於てをとやでるる。

との駄を具般的に云ふならば現在普通の住宅に

住ふ吾々一般人が今日直ちに賀行し得る「住生活

協同化」の方途を示ナととであって、とれを共同

炊 事 に 例 を と る 危 ら ば、今日の一般欣態に於て

「手近な直ちに着手し得る」共同炊事方策を示ナ

ととであった。

勿論主催者は展覧舎趣旨に於て質際性を強調ナ

るだけでるってとの霜にも注意したらしく思はれ

るのは、全般的共同炊事への過程に於て「米飯の

みの共同炊事J r副食物のみの共同炊事」を示し

てゐたり、又特別の共同炊事場を別1聞に建設する

までの過程に於て既存のもの、即ち隣組中の最も

庚い家の墓所、隣組中の空家、昼倉庫、 Zまは附近

む寺院等の利用を示したりしてゐる。然しその展

示は極めて筒翠、ゐ粗末で、るって 、私の希望する

意味からは全く不満足、不充分左足ものである。か



与る黙とそ最も重轄を置くべきととろであって、

充分質際的君主説明を必要とする。

例へば近来東京方面等に行はれつ L ある策費食

献立材料配給事業の如きものは「生活共同化」の

貰際的方策として推賞し得るもので、とれ等は共

同炊事より遁かに容易に質現し得る貰際性を有す

るものとして展示されてよかったかと思ふ。との

事業の強味は日本人の潔癖主主は趣味の現依を考慮

した黙にある。

との事業を意味明ける代表的意見は次の如きも

のである。即ち「共同炊事に於て、一家の食事の

調理を悉く他人に委せ、運搬され来るものをムサ・

ムザ食べるといふ生活はそれは恰も豚や牛の生活

のやうえEもので、るって. 人聞の食生活は云ふまで

もなく栄養的に経済的でるる慰は充分考慮しなけ

ればたらえにいが. 更にも一つはせめてその家族の

晴好陀向く様にといふ愛に出裂した調味の加はっ

たもので、あるべきだ」といふのでるる。

その貰施方法は策費食献立に基きその副食物材

料を共同で購入し園瞳員の家族数や年齢別によっ

て材料のまム適正に分配ナる方法できうる。

その貰際の例を見ると①配給所所属の栄養士が

強め一週間分の献立表を作製し、配給を受ける受

給者と材料を納入する商人とに配布する、②前日

更に物資の出廻り赦況、債格等を考慮して商人と

打合せを主主し明日の必要量を註文する、③営日商

人が約束の時閉までに持参した材料につき栄養士

は材料の賓の良否、債格の遁不適を吟味し、之子受

領し原慣計算をして猿算と封比して見る、④管護

士は質際に献立の貨物を調理して見木棚に陳列し

受給者に見せ調理の仕方を説明し充分献立を理解

させる、⑤受給者は所定の停票に大人幾人、小人

( 七歳以下) 幾人、及び朝何食、壷何食、タ何食

と云ふ様に記入して事務所に出して置く( 今日の

材料を受取る時明日の分を差出ナ〉⑥受給する家

庭では蓋所ーの撤堂者が現金と杢範と傍巣績とを持

って 14時から 15時頃までむ聞に配給所に出掛け首

日受取分の材料代を支排ひ. 前項の明日分の註文

停棄を差出し、既K 今日受取分の材料の入ってゐ

る範を受取れ持参した宰範を渡し、そして見本

の献立につき祭養士から調理法の説明を充分聴い

て蹄るのである。

責例ではその規模は60世幣150人( 瀧野 )11) 位か

ら459. !lt帯2295人( 大森雲ヶ谷〕位のものまでるり

瀧野川のものは配給所 K 元自働草小屋左足りしもの

を改造した 3 坪のもの、配給所の構成人員は替護

士一入、助手二人であれ大森のものは配給所も

30: J ; <f 新築配給所構成人員も営養士一入、替差指導

員一人、助手七人である。何れも家庭生活組合の

経営であって、組合加入者のみの利用するもので

ある。

との黙との展覧舎の試案の如く隣組全員、町 舎

全員が堂然含まれるものとは多少意味は異るもの

ではるる。勿論隣組全員、町合会員を賞然に含む

のが理想で喜うれかくして民の全暗性の確立がる

り得るわけであるが、現j伏に則しては共同炊事組

合も任意加入のものが一般であると同様、との事

業に於ても組合加入の自由が残されてゐるだけに

全韓的住「生活協同化」への漸進的意味陀於ては

誠に貫際性を持つものだと思ふ。

試案に見る様主主理想の姿を示ナと同時V亡、かム

る「協同化」の貰際的主主姿をも示さ怠ければ観賞

者に強き印象を輿へ得まいと思って残念で、ある。

叉共同献立材料配給の上例より進んで共同飲事

者= 主張するにしても . 今日貫際に行はれてゐるも

のを質例K 就いて或はその統計に就いて詳細に解

説する親切があってよかったと思ふ。共同炊事場

のプランと篤真とを漫然と示したのみでは吾 k !'L

何等の印象をも残さ君主いのでるる。

最後に隣組住宅群が「協同施設」を持つととに

よって、隣組住宅の個々は作業面積の節約を得る

貼を示ナために、作業部面積 2平方米前後の住宅

平面聞の量生例が示されてゐるので¥とれ K ついて

一言を加へる。

との作業部とは勿論IJ 、華所でるって、それも居

間の一隅或は玄関土聞の一隅の押入程度のととる

に食器棚、流し、調理基等を設置し、使用せざる

時はカーテン叉は扉を以て醸して置く様ｦＧｃｾつて

ゐる。とれ等の案自瞳の巧拙はと. l . f ' C 云は主主いが

調理関係の諸機能も極端に縮4了すればアメリカの

アパートメント・ホテノレ I' C 於けるパントリー・セ

ット類似むものと怠って 、勿論若干の面積を占め

るものには相蓮友いが、それは濁立に作業部とい
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ふよりも寧ろ居聞の中に作業部を融合せしめたも

のでるって 、パントリ ー・ セットは居間中のー設

備ー付器と友ると考へられる。

展覧曾展示の一例、居聞の一隅f ' C a > る押入様の

入込の! ] 、華所に於ても、事責食務棚、流し、調理

基等の皐怠る接置場所であって、人がその面積内

に入り込んで、仕事をナるわけでもなく 、質際の献

態に於ては居間む一隅に於て仕事をしてゐる形を

とるとととな らう。

質際今日の，j、住宅の日常生活室、居間は即も茶

の間でるって、そとには水屋棚があり、長火鉢が

あり、流しの縮小された建水があり、給水設備? と

る水差がある。 ｾｰ ち今日でも吾々の生活室＿とる茶

の聞には日本的パントリー ・セットが備へつけら

れて 、少しも目障りで主主〈吾々の生活に融合して

ゐるのである。洋室む場合にもかムる生活と融合

した7状態に置き得るかと思ふ。必でやしも押入様の

入込みに格納しカーテンを以って隠磁したくとも

もっと自然な考案がほしかった。

友ほ斯様友観覧者の日常生活と鍛れた特殊な考

案は出来得れぽモデノレ ・ルームを作ってその質感

を奥 へ 君主ければならぬと思ふ。皐ｾる五十分の 一

位のプランのみを示ナのは不親切で¥せめて透視

固でも添へる必要がるる。

「協同施設」を持った場合の各1固の住宅、と れは

自ら今日の普通のものとは異らざるを得友い。か

与る 苦ー々に目新らしい性質のものは充分の説明が

なければ迎解し t亡くいもの友のである。

との展覧舎ではとの問題は可友り筒E互に取扱は

れてゐて殆んど説明らしい説明も主主い。然し「協

同施設」に関心を持つものは自ら「協同施設」在

持った後の個々の。住宅にも強い開心を持つのは営

然なのであって、と の 「協同施設」を持つ各個住

宅の問題は充分重要に取扱って欲しかったと思

.s.. o  

要ナるにとの展覧舎が私の推察する如くさを個一

如的思想、から出裂して「生活の協同化」へ、震に

「協同施設」への道を示さんとするにあったとす

るならば、その理論陀於て、云ふべきととの云u.

足り君主さからその透徹を献き 、云はす= もが放のと

とL 云ってその混胤を招いたうらみは多分にあっ

たと居、ふ。

殊にとの展覧舎がその趣旨に於て「手近から着

手ナる」といふ質際性を強調し放がらとの方面べ

の注意が微弱、散漫であったのは観覧者に劃し皐

に高嶺の花を眺めしめただけに怒ったのではない

かと遺憾に思ふのである。

以上云ひたいととは云ったが、との展覧会開催

の繁屋を聞知ってゐる私にとっては依然計撃者に

到する同情と敬意とを失は友い。

兎に角今日「住生活協同化」の問題を取事げた

ととは 、取母; げたととそれだけでも決して無意義

でなかったと思ふ。

最後ｦＧｃｾうの念な短期間に非常ＱＧｊＮ努力を聾された

計撃者・の方々の努を多とする。

〈筆者は竹中工事事底設計主任〕

" 市街地建築物法令fI 送 料 訂 正

四月競本誌上に於て橡告申上候 6 月接行強定の昭和18年度市街地建築

物法令の塗料 6 銭は 8 銭の間違ひに付何卒不悪御諒承願上候

昭 和 18 年 5 月

稚 園 迭 人 日 本 建 築 協 曾
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「女性と佳生活」展に就て

女の人達が、特に家庭の主婦逮が、自分の住居

に就いて 、多かれ少かれ、ある開，むを持ってゐる

ととは確であるにして払 、 Eれは恰も男が化粧品

や着物の柄K 就いて閥也、を懐いてゐると同じ程度

の、非常に漠然としたものでは友いかと考へられ

る。蓋所の使ひ勝手が悪いとか、押入が少いとか

日営りが悪いとか何とか、或る程度の意見は持っ

てゐても 、積極的にさてどうしたらいムかと云ふ

ととになると 、 さっぱり見堂がつかない。鷹揚と

云ふか無知と云ふか、 どうも歯がゆい感 じがする

が、そ う云ふ人達を居李登ナるために 、と の 「女 性

と住生活」展覧舎が開催されたのだら うと想像 し

て、貨は合場に行って見たのである。

特陀舎場が、大勢の人達の集まる百貨庄の催場

を撰んだと云ふのも 、女の人達が多く集まるから

だら うと考へて見たのでるる。

多分「女性と往生活」といふ名前から考へでも

女の人主主の最も日常生活に関係＼ｬＩｾる 、 蓋所の配

置や設備だとか、押入れの使ひ方だとか、浴室の

具合だとか経済的主主風自の沸かし方だとか、或は

洗濯場や物干君主ど 、薪茨φ 置場、又は子供達の勉

強室友ど 、どうしたらい L かと云ム様主主ととの解

説やら説明など 、いろいろ模型でも置いて、素 人

に解り易く展覧してゐるととだらうと考へて 、行

ったわけで、重うる。

ととろが、見た所. そういふ様1 ' . r . . 駐は、全然と

は云はぬが、殆ど無〈、との展覧舎の目的はそう

いふととろに無い様' e ' ある。展示してあるものは

隣組を中心とした住宅群の共同施設に闘したもの

と( かりに第一部とナる〉遣うる住宅経営地に於け

る住宅の平面画及模型くとれを第二部とナる〉と

のこつである。いづれも女子研究生の製作にかム

るもむと聞いた。

とれがど う云ふわけで、「女性と住生活」展と ひ

)1" 田 島 英 吉

ふ名前に怠ったのかわか らえEい。女子研貫生の作

品だからと云ふのかも 知れ君主いが、むし ろ 「時局

と住生活」展と した方が、 もっと内容と ぴったり

したのではえにいかと 思はれる位だ。

云ふまでも主主 〈、非常陀時世は切迫してゐる。

あらゆる事態は決 して生や さしいととでは治 りが

つか君主く友ってゐ る。住宅だけが例外で ある べ き

筈がたい。

住宅 も建築の方は事費 以来、制眼陀制限を受け

て、ナでに行 き着く 所まで行った様である。即ち

生活だけが更に検討される番に 怠って来たといふ

詩でるる。

家庭の主婦逮は 、いろいろ物資の配給務IJ 度が費

ってから 、念: に富余裕といふものを失って、朝から

阻まで遁はれる様陀立ち働い て、しか も、ま とま

った仕事一つ出来ぬととを嘆いて ゐる。女の人達

ばかりでは友い。男子は男子で隣保の とと、舎祉

のとと主主どに一日を休みなく働く ととが多く主主っ

た。たど一つ、戟宇陀勝つための必死友手段とし

て止むを得君主いと云へば云へるかも知れ君主いが、

そとを何とか、も少 し宮余裕をつくって 、御園のた

めに絵力を捧げる様にしゃうと云ふのが. と の展

覧舎の目的の様でるる。

誠に時宜に適した とと L 云ばねば君主ら君主い。 私

はゆっくりと見て歩いた。

とムにーか? とまりの住宅群がある。その真中に

共同施設の建築物がるる。共同炊事による材料の

節約、時閣の経済、共同入浴による燃料の節減、

働く主婦た ちのための託児の設備、共同草案菜園君主

ど悉しい設明がるれ従って一家庭にそれだけの

場所が不必要に君主 k 所謂最小の努果を以って、

最大の効果をあげる ととが出来るといふ仕 組を、
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素人にもなる佼どとよくわかる様にしである。

まととに結構である。とういふ施設は臨時下で

君主く 、平常時であっても是非必要と思はれる。私

は関係者の努力に感謝しながら一巡した。

一越して、もとへ戻って見ると 、見たととがボ

ンヤリして何だか忘れものをした緩怠気持である

考へて見る。

ー績との展観舎は如何君主る種類の人々を目標と

して開催されたのだらうか。

第一、私は含場へ入ってびっくりした。るむ庚

い舎場に観る人の主主は十七、八人。まるで、閉庖

後の夜の冬の街を歩いてゐる様1 ' : > . 気がした。一階

下の資場では、大勢ひしめき合って買物をしてゐ

るのに、との合場は何といふ静けさでるらうか。

女性と住生活といふ名前にひかれて来たか若い女

の人が十二、三人、あどは背E貨の男子だった。

子供を負った婦人が合場. に入って来たが、チラ

と自をくれたきれそムくさと階段の方へ消えて

しまった。

恐らくは多くの人々に見て貰ひたい震に、とう

いふ百貨庖を利用したと思はれるの陀、事責は反

封の様である。( 買は私は間期中の一日だけ、而

も壷食時の一時間だけを見てゐたのだから 、或は

間違った結果を述べ立てムゐるかも知れない。〉

事責私共の知ってゐる範囲で、多くの家庭の主

嬬主主は 、女中もたし、朝から暁まで子供の世話、

炊事の世話、いろいろ配給ものム世話、その他等

で眠る時間もない位f ' C'1' 亡しくしてゐるが、いぢj ; ; -

五十て共同炊事や共同風呂でも貰施しゃうといふに

も、現在の7状態で、はとても出来さうもたいのであ

る。共同炊事や共同農耕位は 、場合によっては 、

ゃれさうであるが、その他のととは、なかなか困

難主主ゃうである。

現在私の住んで、ゐる町内では、金町内各戸から

いくらかづム出費し合って一つの舎館を建築し常

舎や講演などの集合用とし、物資の配給、月何聞

かの映番舎、 防空資材の倉庫等に利用してゐる

が 、 とういふものが有るととによって、家庭の主

婦遠の負機は少しも軽減されてゐ君主い。一時託児

所見? といえ主ととでもやらうかといふ意見もあった

が、いろいろの故障からそれも 立ち消えに友って
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しまった。

やり方が悪いからでもあらうが、 とういふ共同

施設が有り左がら、それを充分に利用し友い、又

は利用し得る欣態に達してゐ危いと云ふととは¥

現在のゐ五の家の配置主主り職業主主どによるイ主生活

の相還が、さうするとと陀酒してゐないかとも云

へるだろう。だから一ーと云つては澗断的f ' C 1 ' : > . る

が一一一般の人々はとういふ展覧舎に進んで、興味

を持つととが出来ないのでるる。

逆に 、それだからとそ、墜を大にして、とうい

ふ展覧会でも開いて、その方面の輿識を吹きとむ

必要がるるとも云へるだらう。

計局、とれは大きな工場の職員又はコご員社宅友

どの様に、共合施設をナるのに都合よく、職業も

勤務時間も 、叉大韓の牧入や家族1設などの同じ様

念場合t亡、最もその効果を蛮揮するだらう。従っ

て、との展覧舎を最もよく見て慾しいのは、その

方面の堂事者といふととに主主る。

ととるで、何々重工業、何々製鋼所などム云ふ

その方面の営事者逮は 、既医大関それを心得て居

D.  ｾ行に移してゐるから 、 最早その必要もるま

り友い。さうナれば叉、 もとへ跨るが、誰を一間

目標として開催されたか、 もう ーぺん考へて見な

くては危ら友い。

やはり何と云つでも 、一般の人々を針稽とし君主

くてはなら左足い。

さうすれば矢張り見る人が多いほどい ι 。それ

には、俗つほ・くてもィ矢張り素人が商白をかしく

識しみながら 、その方面の智識を得て行く仕組の

方がい与のでは主主いか。建築の展覧舎といふと 、

岡高と模型をたらべるより仕方がえ主いかも知れ主主

いけれども 、それでは素人は食ひついて来君主いと

思はれる。

と云って、それなら具種的に云って見ろと云は

れたら私も忽ち困ってしまふが。

ヨたは圃商に喜うらはれた間取陀ついてであるが、

中央の共同施設の方はよく研賀されてゐる厳だか

らい与と思ふが、一戸一戸の方はいろいろあって

若い女性が考へと云ふととだけで、それに敬意を

表するもので、あるが、忌樺なく云へば、 自分が住

んで見て少しも差支え主いかどうかを 、 も少し考へ



がるった。しか し紳棚の位置を記入した もの は、

一つも; なかった。

便所の位置が玲どすべてと云ってい L 位、玄関

の傍に設けてあった。水洗式で滞化僧又は直接 下

て見る必要がるりは し主主いかと思はれる。どとが

い 与とか悪いとかは云は友いけれども 、何かとう

アパ ー トを引きちをつて置いたといふ気持がす

る。その他は ｾ ｉ ｊ I ' C 云ふとともない。

水に放流する場合は、それで、もよから うが現在の

様友時世では困るのでは友いかと思ったりナる。

便所は友るべく人の自につかぬ所が好も しい。

しかし大韓住宅といふものは施主といふものが

るるし、設計家だけの好みで出来るものでないか

ら、要らたい取越苦努は止めて置くが、と れ等の

住宅は第一部の共同施設を持つ住宅群と何の 関係

もない様であるが、展覧舎の性質上、ある程度の

関係を持たして置いた方が、見る方から云って、

商白いと云つては誤弊があるが、意義深くはなか

ったかと思ふ。

結局、ほめたのか、 くさしたのか判ら友く友っ

てしまったが、園民の保健上重大放開係のるる 、

住宅の改善を促進する 、 とういふ展覧舎は、 もっ

と頻繁に開かれてい L と思ふ 。 ( 昭18- 3- 31)

く筆者 大林組量生計官官技師)

ヨたに第二部として、女子研究生主主が、住宅経営

地に建つ各住宅の間取を研究蛮表してゐるが、 と

れはとの展覧舎のゐ添物と云つ? と感じでるるし、

会場の位置から云つでも 、場所とそ庚いが照明が

不完全で、薄暗く 、 どれが居間やら茶の間やら 、縮

尺の小さいぜいもるるが、平面もさだかに見にく

い所 に置かれてあるので、気の毒の様である。

若い女の人達が、僅かの日撒でとの様主主園面を

霊くととが出来る様陀がったといふととは 、指 導

に蛍る人々の努力もさるとと放がら、さういふ風

に友った時世の力といふものをつくづく感やる。

み友真面自に少しも街はす= に霊いてゐるのは、

頼もしい限りでるるが、自分の設計したものを質

施した経験に乏しい震の少しの献黙は止むを得友

いだら う。

多くの中に 、 只一つ付ｾ援の位置を記入したもの
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「女性と佳生活J 展を観て

女性に開ナる表題であった故か最絵日の午後は

殆んど婦人と子供が見事してゐ? と。男子は僅かに

二割程度でなかったらうか。その中陀交って一通

りみせて貰ったが、とれば非常に苦心して展覧さ

れたといふととを想像した。普通催されてゐる時

局面の展覧舎が殆んど興味本位陀遇ってゐると .

何時のまにか何等かの展覧意闘を注入されるとい

った程度の宣停向のものが多いが、との展覧舎は

遣ってゐた。

一寸眺めて遇った位ひではおそらく何もわから

たかった人が多くは友かったかと思ふ。展覧技術

は親切で、簡結でよく研究されてゐるにも不拘、

みる人の熱心さと研安心とが件、は主主いと折角の展

覧意闘が徹底し粂ねたかと心配された。

併し主主かには展覧園表の前陀立てコて筆記してゐ

る婦人とか、二三人で何か盛んに意見をた L かは

してゐた人主主もあって甚だ快く思はれた。斯様主主

ととは他の展覧舎では絵り例のないととでるる。

目的を明示し 、卒先して熱心主主る1 i f f 寛案を提示

したととるにとの展覧舎の意義がるった如〈、方

法と して眺める展覧舎でなく 、教へて研究させる

態度に重黙を置いたととは極めて適切放方法であ

ったと思ふ。従ってとの催しは、熱心主主見撃者? と

劃しては興味喜うる費料と研究の手引を奥へたとと

にも主主れ現下の祉合問題としても至極適切であ

った。

さて展覧舎の意圃する方向と内容について思っ

たととを添加へてみたい。

. 生活内容の設明について

我々の生活が生産生活と消費生活の循環に言うる

としたととは解り易い分け方であったが、消費生

活の内容に食事. 教費、慰安、睡眠を含めるとす

ると 、とれは表題の住生活のととになると思ふ。

即ち住生活友生産に封しで消費の性質とみて出欝
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中 野 順 次 郎

する考へ方でるるが、とれでは住生活の内容が少

し狭過 言F るや う主主気がナる。戦時下に於ける住生

活の重要占を消費の合理化陀置くととは嘗然とする

が. 同時に厚生、育児を強調するととに して、皐

に消費生活と題したく主主い。王手ろ生産に針ナる住

生活其偉で押し通ナ方がよいのでは友いか。尤も

計霊案にはとの意味が意固されてるったやうに思

ぷ‘ 。

@ 共同施設について

隣組住区或は町合住区4tHC設ける共同施設が

①住生活に於ける消費経済的合理化

②主婦の生活能率増進

③住宅機能の簡易化

④建築面積の縮少

⑤家庭設備品の共用能率化

等計霊祭の主目的が明瞭に示 されてゐたのは結構

である。慾をいへば佐直毎に設備すべ'を共用資材

とか器具、道具等を調査研賀した らー暦参考に怒

ったと思ふ。

荷車、乳母車. 自縛 車、リヤー カヘ 鍬 、ス

コップ、張板、梯子、 ポンプ、携架、運動兵

木工修理具. 佐管用具. 雑修理道具、季節品

歳牧面積等

生活の合理化を計るため K は、主主るべく共用道具

共同施設を多くする程効果があるばかりでなくと

れは一日も早く質現する必要がるると思ふ。

@ 託児と幼稚園

主婦が生活に従事するとなればどうしても完備

した託児施設が必要にたEるが、それ陀は食事、衛

生 、保育と少しも家庭の回. 親よりも遁かに貴践カ

のある保母が必要と主主る。家庭から育児の要素を

抽出するととに放るので皐に物資の消費合理化と

向性質には考へられ友い問題ではあるまいか。婦

人の仕事が手内職に君主ると しても 、子供は母親の



近に置くととの出来る住生活形式が望ましいと思

った。

. 共 同 炊 事

管養慣値と衛生 を確保したもので一日も早くと

の方法が質現したらどんなに便利かと考へる。主

婦の手料理で云 k といふとともるるが朝から暁ま

で蓋所と市場で暮してゐる有様をみては手料理の

味 K 甘へるととも許されぬ気持がする。

或る程度の加減が出来るやうに君主れば共同炊事

「女性と佳生活」展を観て

先づ最初陀合場を 一通り奔見して感じました事

は、此展覧舎自瞳が 、今迄に見? と何の展覧舎より

も、非常陀優れて簡素化して居る。統ーされて居

る。謂ひかへれば垢抜けして居る。と云ふ事でし

た。説明文の一言一句K さへ、無駄が無く 、而も

見る者に良く解る様ド亡、出来て居りました。此の

展覧舎を見た直後の 、頭む中がスーツとした様君主

気持の良さ。之は全く霊感を E 直に申しただけで

ゐ上手で、も 、何でもるりません。

隣組住区計霊案は大慶興味深く拝見しました。

此の計霊案が出来上る迄に 、住生活ばかりで無く

庚く生活一般の研究が積まれた事が 、うか Y はれ

て、嬉しうどさいました。同計霊築中 、皐位住宅

試案では ‘ やはり r ，J と r 4J が結構陀存じま

した。寝るのに都合よく、叉住みよい、と思ひま

す。倫此の部分のととろで、二つばかり気のついた

事を申上げませ う。その一つは 、今迄の生活と 、

隣組佐直生活に依る主婦の時聞の比較表でナが、

今迄の生活の方は 、先づあれでよいとして 、隣組

住直生活の方は 、圏瞳生活をする震に 、家族箪位

の生活には必要としたかった様主主時間一一例へば

指導者の 生活計霊及指導陀費ナ時間等一ーが必要

に放って来るのでは主主いかと思はれます。斯る表

は、出来る事主主ら三ヶ月でも宇年でも 、 とれに似

をもって住生活の基本とするととが出来るのでは

るるまいか。

食騰に 、我が家で作っ? と トマト ー箇が盛られて

ゐても之を闇ふ家族は婚しく我が家の食事が出来

ると思ふ。

兎に角との展覧舎の如く種々と我々の住生活の

やり方を研賀して新しレ、方法を創造質践すべき時

機である。

( 務者は大阪市立都島工事空襲校建築; r .l 長 )

竹 内 さ く

? と生活を質践し? と上で作って頂く事が出来たら 、

如何に椛威ある物が出来る事だらうと思つ? と事で

した。もう一つ気付いた賭は 、消費生活の内容を

「食事J r教養J r慰安J r睡眠」 としてありま

したが 、 斯う限って仕舞ふのは少し早 ｩ 品 ｾｦＮ 主いか

と思ひました。例へば住に闘する消費も衣に闘す

る消費もある認で、此の僚友時、せめて「等」と

か「その他」とか加へられて居たいと思ひまし

た。

木科卒業生御製作の 100 卒方米程度の住宅も 、

一つ一つていねいに見せて貰ひました。 一般的に

申せば、皆よく出来て居ると 思ひました。その中で

も三組の十七競を殊に面白いと思ひました。間取

も恰好も好きで、した。あの家の便所の位置は玄関

の近くで、便利放所 lてあり乍ら 、而も露はで1' . J . . く

て近頃暫く行営らえ主かった 11奥ゆかしさ 刊 に、久

し振りに出合った心地して 、 嬉しうございまし

た。叉此家の守供部屋、北側にある中廊下も大慶

具合よく見受けました。短かいけれど 、良く 中廊

下の目的を慈し 、西北隅の窓によって 、中廊下の

陥り勝君主採先換気の不充分さも 、さ是々 無く 、此の

家は木常に気持よく住める家と思ひました。

〈集者は紳戸女拳院専門耳鼻校教授〉
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先斗町組合管養共同炊事見撃の記

最近、駐合問題のーっとして、共同炊事乃至圏韓

炊事のととがるげられてゐる。とれは尤も農村に

於いては所謂農繁期に於いて努力時聞の節約から

托児所などと共に暫定的た行ばれてゐたが、都市

に於いては、最近の諸物資の配給街IJ 度の確立、加ふ

る陀努力・時聞の節約を含めての非常時局下の所

産でるる。主食物たる米は勿論の事、魚・肉・軍干物

量うるひは野菜友どとあらゆる副食物に到るまで配

給制度陀 1t t ，一定む地直には日々同じものが配

給される。以前ならば各自自由に好をえE ものを買

ひ求めて、満自の献立により調理してゐ? とものが.

それが許され君主く 1t t ，日々奥へられたる食料に

より食生活を瞥まねばならなく放った。そと へも

って来て、最近の各方面の入手不足は物凄いもの

がる t ，るらゆる方面陀入手が要求されてゐるし

現在の様に食料品の買出し陀努力と時聞を費やし

その上各家庭で同じものを同じ様陀調理するのに

時聞をつぶしてゐるのも不合理だから、ーさうの

とと 、隣組ならば隣組、或ひはもっと規模を大きく

して町舎と云ふ僚友園慢で共同炊事をやってはど

うか、さうすれば無駄君主努力や時聞の浪費がはぶ

けるし、共同にするととによって燃料も節約出来

るし街且剰った入手や時聞を時局下適切な方面陀

振向けたならぼまととに有意義で、はなからうか、

と云ふ解韓から各方面tてか L る施設が君主され運営

されてゐる。まととに尤も主主るととにして、建築

家? とるものは、その設備に最至宝の努力をふるふべ

，き義務があり、その研究調査の必要を感じたので、

某日編輯幹事舎陀於いては特異友例でZうるかも知

れぬが標記の施設を見事を完工した。その記鈴の概

要をヨ々に紹介しよう。

×  

先斗町営養食共同炊事部は先斗町貸座敷組合に

属するもので、向組合員ならびにその家族( 欝妓〉
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「建 築 と 社 曾」繍 揖 幹 事 曾

雇傭人に劉し替養食を配給し、以って健康の増進

を図ると共陀、各戸の繁雑無駄を省、き生活を改善

するを目的として昭和14年11 月設置されたもので

るる。最近は名栴の不適堂・から立誠替養食配給組

合と改められてゐる。最初はか L る特殊君主組合だ

けにその設立も他よりは早くたし得たが、叉、特

殊君主だけにいるんた注文や得手勝手放希望が僚出

したり 、近くにゐる食料を扱ふ業者からの反釣も

出て質施困難に見えたが、常局者の統御よろしを

を得て、幾多の. 骨量闘をのりとへすくすくと伸展し

食料或ひは他の物資入手閤維に怠るにつれて、今

ではかへってとの組合陀加入してゐるととを喜び

とし、誇りとしてゐる位でるる。

前述の如く 、昭和 14年 8 月に設立企壷をたて早

々陀、いろ Jむな準備に着手し、たかでも共同炊事

場の設備が大問題で、るったが、新築は許さる《く

もなく、幸、組合近くに格好の空家がるったので

それを入手、改造を君主し時局下として最金の設備

がたされた。その年の 11 月には京都府から設立許

可が奥へられ. 翌日年 1月から質際の仕事が開始

されたのである。

組合内の戸数回: 約200戸、人員にして現在900名

詐 り が 男 子20%、女子80%たるのも場所柄止むを

得主主い 〉給食を受けてゐる。給食は場所柄だけに

朝・葺・タの 3食、随意に撰揮出来る横になってゐ

て、たとへば 5人家族であれば l 日15食と怒るか

ら、朝 3 食、壷 8食、タ 4 食と云ふ風陀随意増減

するととが認められてゐるので、通常朝は 500 食

壷とタは900- 1. 000食と怠るとのととである。と

れたどもかムる特殊念場所・だけに、朝は起床も概

してゐそく食事をぬく者もあり、又、夕方は商寅

で忙しく友ると云ふ庭から、結局喜子ちついて食べ

られる主食に劃して御馳走がえにされると云ふ詩で

るる。叉、便利1t ととたは、主音楽が到来物などが



第 圃

るって、不要左足時には御飯だけを請求出来る仕組

陀主主つてゐる。それから顕民事校や中等皐伎に通

ふ生徒たちに針しては、炊事場の建物内に食堂が

設けられ、朝食は通事の途中 、主食はそとへ生徒

が集って来て幾しく賑やかに食事をしてゐる。尤

も遠方の皐校陀通ふ者に劃してや耕僕が作られる

のは云ふ迄も君主いととである。

第 2 圃

食費は朝は 10館、主は20銭

タは 15銭 、 1 日合計45銭に怒

ってゐて 、一般の瞥養食配給

所 が50鎧から印鑑位でるるの

に比べて低廉で、あるが、それ

は営利を旨とせ歩、叉、有 力

なる組合を背景 lてしてゐるだ

けに首背出来るのである。

尤も . 1 日3 食をみるに 、

材料及びその加工賃 ( 燃料調

味料など〕 をるはせて40館前

後で賄はれてゐて、残りは事

務 費、諸雑費或は積立金とさ

れてゐる。向炊事場の改造、厨房諸設備ならび陀

諸道具・食器類の購入など設立費として 、かれと

れ4高闘を要したが、此 は組合から借入れてをれ

とれだけは年々返済して行かねば友らぬし、叉; 、

諸道具の買ひ換へや、殊に最近の様陀ガス 節約が

叫ばれると別陀薪をもやすかまどを築いたりせね

ばならぬととも起って来るので. とれらに劃する

準備がなされ・てゐる。

北 川部 • 1I混和 年 月 _  s  (  磯 百 ) 日 野 表 、 先斗町組合襲安企配給所

開? 竹村寸昨年i日t+有罪17F僻 F

4231I I  :1: ｾ＠ 1  I  1  ::1こflJi !?:;

t  

Jι;J-JJiLi-HJJJ Ji 

l; 1: =[ I  I刊行ト1- 1押冊子1-十附寸41ii 子料汁蕊-J 朴 |Ji
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即T ｾ 色 郷まｾ

m 1手 不 し . J匹

御 " 在 た 申

持金. 1 ' ( Ｎ ｾ 込

霊安‘ 事 富t .  傍

下 車. 曹 ‘ 重写

さ 込 取

い 侮 t  り

書写 レ I't:

先

斗

町

民

同

獲

食

剛

臨

時

間

品問

3  第食料の買入は、中央市場から大口配給を受けて

居るが、自由買ひの時分に比べ現在の如く配給組

織がと与のってから 、鮮魚 ・青物 ・堕干物君主どは

楽に得られる援に放ったが、肉類 ・乾物などは多

少不自由に友ったとのととである。先斗町友にが

しと名前を冠してゐた頃は、あそとはぜいたくも

し金持ちだと云ふので高級品や高僚たものを押し

つけられてゐたので、現在の如く圏民感校名の立

誠何々と改潟したさうである。

JJ 4 薗

献立表は以前は 10日聞の議

定をたてそれを堂局に届出 、

且その報告もなしてゐたが、

昨今の如くその日の入荷K よ

って何が画部告されるかわから

君主い航態では、E象定がたてら

れ る べ く も 左 心 事 後 の 報 告

だけが友されてゐる。

炊事場で働いてゐる人主主は

現在15名、そのうち事務が 3

人、 12人が調理、配膳にあたっ

てゐる。又、とのうち 1人は

諸材料の買出し専門にあたっ

てをり 、叉、食物配達tては 4

名が従事してゐる。

調理陀は普通朝 6時半から

か. 1. T.  8時から 9時頃まで

に配達を柊へ、重量は大慢12時

に配達を完了、夕方は. : t - 座敷

の時聞の開係から 3時半から

4時過迄陀配達するととに怒

ってゐる。尤も定まりの時間

より早く欲しいと云ふ向に劃

しては、直接炊事場にとりに

行けぽ貰へるととに放ってゐ

月 、分&ji. ｾｊｉｊ＠

る。
日. 6 . :皿仰

×  

， 
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さ .c 日々の給食は、その前

日に第 1闘の如き注文票を各

家庭に於て、朝O食 、主O食

タO食 、或は御飯だけO食と

云ふ風に記入してゐくと 、此

を事務所から集めに廻る。第

1 聞の右肩の方陀 5 とあるむ

はとの家族は 5人家旋である

事を示す。とれば給食裁が超

過しては図るので、一見して

解る僚に 、家族人主主が示され

てゐる。此を日計表( 第 2 園)

陀記入するととに依ってその

日の給食肢が決定される。此

表を炊事の方に廻して諸準備

をと 。 するととに君主る。ｾでとの

注文票を集めに廻った時に不

在の家庭たどがあるが『そり

場 合、第 3 圃の様友「御願票」

を投入してゐいて、後刻 、速

かに通知をもして糞ふととに友

ってゐる。

食費納入は毎月 25日を以て

締 切 れ 第 4mIiI i袷食明細書に

詳細を記入、第 5 闘納入通知

蓄を配布、所定の日 K 事務所

陀出張する銀行員によって集

計される。

第 6 園、加l工日計表は、事

務所に於いて 、各食の原償計

算をなす表である。米を初め

その他の副食物の材料費から

燃料其他の加工貨危も算定し

1人 1食あたりの純費用から

組合員全釘の 1 日の食費まで

が明疏陀知悉し得られるので

るる。とれを以て、営養食配

給運替の基礎が成立するりで

ある。此庭に於いては前速の

如く、 1 日3食40銭前後で賄

はれてゐる模様であった。

×  
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それでは、共に厨房を見撃するととにし

よう。第 7 園む様友平面闘である。新築友

らぽ思ひ通りの設備・道具の配置も出来ょ

うが、此 は古家を求めて改造したので止む

を得友いととである。京都特有の間口の狭

い奥行の深い政地で、しかも南側建てつま

ってゐるむで誠にもってやりにくい韓でる

る。間口は約 4問字、奥行は約16聞各る 。そ

り道路ぞひ t亡、主入口と生徒用食堂、或ひは

後方食料物置に通歩る入口の二つがある。

入口土聞は給食の出し入れのため贋い固

にとられ. そり左手に 61
11占大の事務室が重う

る。街、との部分の 2 階が低くと云つでも

屋根裏( 民家で云ふツシ〉陀相営する底で、

あるが、と与を食料貯議所として利用し、

梯子を卸し -c昇降してゐる。二仁聞の正面に

カウンターがあり 、そとから給食の出し入

ト . . 9 ー トI l . f"'十 “「

「

十

L  

恒
拘

主

圃

世2

綱

れをする。

厨房には蝿C 侵入を防ぐ意味から 、通路

を亡の字型陀とり 、しかも蝿の階部を嫌ふ

習性をと利用し壁商を真黒に塗布してゐる。

その上、通路の始と移りには縄ノレンを吊

つで身鵠陀附着し? と蝿を取除く按陀されて

ゐる。

貯米庫は 亡の字の凹所を利用して作られ

且、事務室からよく聞の利く底にて搬入し

それを反釘側の厨房の中から所要量だけを

取出すとと陀放ってゐる。街、との貯米庫

は5石入にえEってゐる。

厨房陀入れば、各種の器具がすならりとえにら

んでj比観を呈してゐる。最初陀 2うるのは洗

米機で 2 斗の米をモーター仕掛で短時間十亡

繋陀洗へる。* はIJ 、苧洗機、此叉モーター

仕掛主主り。吹は揚げ物用の釜。次の 3 基の

釜は炊飯用のもので 2斗釜がかけられる。

次の 2基はゐ茶まは汗物用のもので何れも

ガス在使用してゐる。とのうち炊飯は 2ヱ[.

釜で約30- 40分を要するとのととである。

配給は l 人 1 日2合 3勺でるるから 、 l 食

約 8勺となり 、1，000食であれば8斗を要す

るとと陀ｾ D， 2斗釜が 4箇要するとと陀

-
-
a
m
'
'

・
・

t

，咋・

暗

i: 
'[ 

m
w

・h

・
、

圃

先 斗 町 組 合 管 愛 共 同 炊 事 場 卒 菌 圏 ( 紡，，，1:201)
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最近、ガス の節約がやかましく云はれてゐるの

で、薪用のーーとれとて幾陀は入手出来ねが一一

釜が橡備用として造られてゐる。

奥まったととるに調理蓋、流しがるり、それに

つ Y いて冷離庫もある。叉、間前十亡は君主いが、;魚

や肉を焼くためのガスの天火の利くレンデが庭む

窓に面して会かれてゐる。

それから元へ戻って入口近く陀食部或は野菜類

友どを消毒する消毒室がある 。尤も 、給食用の食器

類ゐ慣( 木製、人数によって大きさがちがふ〉に冶

菜及び汁入れ〈アルマイト製〕は、各自清洗して戻

すととに主主ってゐるが. えにかには無精者の家庭で

は残飯のついたまム戻すｾも＿とまにはるるらしい

が、とれなど、物笑ひむ種に1 ' ; r . るのは云までもた

い。カ

の壁商t陀亡棚が作られてゐて、そとへ牧納される。

以上で厨房の説明を大関怒るが、入手を省く意

味から大根などを細く刻むモーター仕掛の裁断機

まで用意されてゐ? と。筒、漬物・乾物などを牧納

する物置は奥庭に建てられてゐる。

×  

遁皐児童のために、食堂が特別に設けられ、そ

とで三度 ｫｫｾ うたムかい食事を得てゐるのも、か

ムる組織たればとそ出来るととでるって他に比べ

て羨しき限りである。

中庭に面した明るい部屋であって、折・柄壷食を

する児童達が

我、今幸に此美うして

うーまき朝( 重〉食奇と袈く

謹みて君父の大恩を

感謝し奉る い? とどきます

( 食事〕

食怒りて心豊かにカ身陀

みちたり いでや此心身を

捧げて 大君の御震に

勤まん どちさうさま

と「食事司IIJ を聾高らか陀唱和してゐるのも、

ほ L えましい風景であった。

その目 、我々 も壷食の饗憾にあづかったのであ

るが、御飯の分量も普通の食堂の倍位もあり 、御

馳走も豊宮日なか友かの美味であった。

我々の日々とる食事に比べて替差味も充分. 分

量も豊富なるととは蓑しき限りであれ 此に依つ

でも、か L る共同炊事によってもたらされる 利黙

の絶大君主るととが充分に認識し得 られ、替養食た

るととは勿論、努力 、時聞の節約の意味からも、

かムる施設を汎く普及、との恩恵に出来るだけ多

く浴せしめたき念の切怒るもりがあった。 参考の

ため献立表を見てみると

材 料 名 数量 蛋白質 熱量

米 飯
7.2  耳

35治0ロリー

混 合 甘 蕗
40 、

0.4 48 

鯨 肉 90 20. 3 104 

馬 鈴 薯 70 1.4  55 

煮 干 粉 3  1.7 B  

自 楽 70 0.5 10 

治 5  48 

千 う ど ん 60 6.4 198 

合 計 37. 9 821 

(18. 3. 20 壷食〉

×  

以上甚だ組問告であったが、此を以って報告を移

るととにする が、快く見撃の便宜を奥へられ御多

用の中を特に時間を割いて懇切に御説明下さっ

た。組合取締寺井徹郎氏・炊事部の 山田栄一氏及

びとの見撃につき種々2うっせん御配慮賜った京都

小崎修氏にも敬意を表して筆を欄〈多却である。

〈小 獄 清 記 す〉
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逆 瀬 川 爆 弾 投 下 に 於 け る

各種供試瞳の被害扶況調査報告書

一一昭和16年10月一一

演 習 本 部 調 査 班

ＨｾＱ 和 ＱＸ 車 Ｕ 月Ｒｬ ￟ . 中鼠軍司令部控閥横)

野 田 清 三 ・ 柄 本 楠 雅 ・ 福 知 秀 夫 ・ 増 井 敏 克

渡 謹 金 菰 ・ 生 田 鍛 也 ・ 青 木 周 一 ・ 島 亨

報 告 書

I  演習供試各施設の位置並K 爆揮落下扶況聞

E 防 擁 壁

1 . 構 造

2. 被 筈 完 走 況

3. 結 論

I  演習供詰盟各施設の位置並に爆麗落下

紋ｾ園 ( 次頁待国参照〉

E 防 弾 壁

1. 防 弾 壁 構 遁

イ) No. 1 防擁壁( 第1.2.3.4固参照) ( 窮民1. 2.

3参照)

杉 3寸角長さ 13尺を高さ 7尺にー列に積重ね杉

3寸角桂三重せを南側よりるてム「ポールト」に

白て締付け角柱には更に控へ柱として杉 3 寸丸太

を南側に配せしむ。

桂及控へ柱の根入約 3 尺 5 寸、締付は盤へ桂上

部のものを含み四ヶ所とし相封ナる桂の根元に

は繋ぎ在設く。

ロ) No. 2 防弾壁( 第5. 6. 7. 8園参照)

長さ、高さ何れも 7尺 厚J E1 寸板を用ひ之を杉

3寸角桂陀妻せして雨側より締付け按へ柱其他は

No. 1 に準歩。

ハ) No. 3 防弾壁( 第9.10.1 1. 12圃参照)

長さ、 30尺巾 1尺 5寸、高さ 6尺 5寸、厚J E1

寸板にて箇み、杉 3 寸角柱を約 l 閉まに建て横

布丸太を以て上下 2段に外部より押へ相撃すする

桂陀頭繋ぎを取り、盤へ桂は杉 3寸丸太を以て

南端ー封中央部に二割宛を取設く柱及控へ柱の

根入は約 2尺とナ。

板壁の内部には礁を充填ナ( 馬民5.6.7委主将、〉

v  3 4  

目 次

E  竹 製 起 爆 霊 童 置

IV 簡 易 防 空 壕

構 話量

2. 被 筈 百 走 況

3. 結 論

= )  No. 4 防弾壁( 第13. 14. 15. 16闘参照J

長さ30尺巾 2尺、高さ 7尺 、 杉 1寸板にて圏み

杉 3 寸角柱を約 2尺聞に建て、控ナ¥柱は杉丸太

を以て在 4本毎に設け、其の他は No.3 f ' L準歩

板壁の内部K は砂磁を充填ナ

2. 防弾壁被害獄況

イ) No.  1 防弾壁

一 南 商 ー

( 篤虞8. 9. 10参照)

第 1園陀示ナ如く壁面中央部に左右の斜下方よ

り5ケ所の弾痕を認む何れも深さ 2 mm内至 1cm

k て貫通するに至ら歩中央柱には飛散せる石片

の痕と思はる L もの( 長さ 4cm) あり。

- 北 商 一

中央柱傍右側上部に小石被片に依る擦傷とも見

らるム傷痕量生ケあり( 工事中の傷なるか不明主主

り〉

ロ) No. 2 防弾壁

一 南 面 一 、

弾片の壁板を貫通せるもの 3 ケ所、角佳を貫通

し壁板中に弾痕を止むるもの 1ケ所、壁板に弾

痕を残せるもの 2 ケ所、計 6 ケ所の被害を認む

中央部に貫通せるもの 1 ;ケ及精その上部に角桂

を貫通し壁板中陀弾痕を残せるものを除きて何

れも被害は壁板上方部f ' L e : > み認めらる。

全障としての傾斜担れ其の他む被害は認め歩。
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①No・1 右側及び河口 2 防 甥

盤の南面を東方より見る

. ① No. 3 防5草 壁 南 面

⑮ No. 4 防部壁〈工事中の北面〉

v  3 6  

① No. 2 防 擁 壁 南 面

<-

③演習場中心目標( 竹

製) No. 1 防孤墜を

左上方に望む

① No. 3 防5 l l 壁北面

→ 

① No. 1 防E草 壁 南 商

①No. 3男揮皇車内務( 西端より見る 〉 ①No. 4防E草壁内部( 東端より見る〉

③ No. 4 

防郊皇室 甫商



( 第 5 闘参照) 弾痕は何れも大凡径 5 分程度陀

て東南寄りの方向よりのものと思はる。

一 北 面 ー

表南側より貫通せるケ所は一部木織維の表面鞘

細長く制取られたるものるれど大した事も充足し

との商 i亡弾片を受けしも の認めらしす; ; ( 第 6 闘

参照)

ハ) No.  3 防措壁

一 南 面 -

No. 4 防弾壁右端に落下せる 15kg爆揮の需に左

より 2番目の張聞の中央部の板商I ' L _ ( 距離約

7. 20m) に掻き破られたる長さ 45cm位の弾痕

ありその他特に記むべき被害友し。( 第 9 圃参

照〉

ー 北 国 一

中央部より距離 4. 50m及7.50ml ' L_ 落下せる 15kg

弾の影響にて北前ー腫に弾痕を残し最大にて長

約 3寸、その数約 120 ケ 1寸板を貫通せる比較

的大なるもの10数ケ所、その他砂磁の飛散に依

る疎傷無数に認、む。

叉左より第二張聞の上段横布丸太は弾片に依 D

宇ば切断さる( 第民11参照) ( 第10闘参照〉

ニ) No.  4 防弾壁

一 南 面 一

東端唄51 ' ( 近き三柱聞は極く近接せる爆摘の影響

を民正面に受けて被害蓄しく壁絞は爆風或は爆

片砂離の飛散に依り破砕或は剥脆し叉小弾痕を

多数に留む。

第二番目( 右より) の控へ桂は中央に酪片を受

けて折損ナ。

桓の破損孔狭少主主るため内部の土砂の洩出少く

とむ爆強K 依る裏面への被害を認め歩。

中央部は彊片の飛散を右下より左上方に向けて

受け 、板、桂横布に貫通孔或は表面の疎傷あり。

西端部は殆んど表面の疎傷のみ。( 篤民14.15参

照) ( 第13園参照)

- 北 面 一

西端部は西、精北寄 Pの方向よりの弾片を右下

よb左上方に受けて貫通孔( 窮民17参照) 或は

剥落( 窮民16参照) 桂の布丸太表面の掻傷を認

む東端部は疎傷を 受く( 第14回参! 照〉

3. 結 論

爆閣の種類爆裂の 11犬態、及び爆建中心の距離の

大小等陀依り被害状況も呉れど No. 1の板材防弾

壁は容易に弾斤之を貫通し No. 2の角材防獄壁は

供試随κ は幸陀して貫通せるものなく No. 1より

抵抗大友るを示すと雌も No.4 陀於て 3 寸角桂を

弾片の貫通せるより見て必ヂしも安全ならす= と思

はる。

No. 3. 4 の陳或は砂際填充防弾壁は暴露商のみの

被害に止りたるも使用爆弾が多少輯度のものたり

し賠よりみれば本質験の結果を以てはにわiJ，1'L_ 断

じ難しと も居、はる 。

E 竹製起爆装置 ゆ 15聞 多 照 〉 市 民4. 13参照〉

建築物屋上の躯量防弾設備の一笑として竹製旅

をwく殻重ね竹相E 間の摩擦を利用して爆弾の侯

徹度を減少し早期に起爆せしめんとする考・ｾの下

に試みたるものにて勝浩詳細は第15聞に示したれ

ど本質験に於ては僅かの弾片傷の他命中弾えにく何

等特記すべき結果主主し。

皿 簡 易 防 空 壕

キ地下式 2 ケ所、地下式 1 ケ所の防空療を設く

その内部及外部に夫々種々「の動物を配置して爆風

その他の生物k 及ぼす影響を試験す。

1. 防空壕の構蓬

イ) No. 1 及 No. 3 防空壕( 第16.17闘参照)

何れも同形の内務省案10人牧容の掩蓋式宇地下

室とす、室内天井及壁面は 巾 5寸 、 B分松材を

張り 2. 30m間隔 4 ケ所にて僅 3寸杉丸太の桂及

び杉 3 寸押角梁材にて内側より支持した るもの

とナ。

地上部は厚さ 30- 60c mの土砂にて覆ひたり。

ロ) No. 2 防空壕( 第18 ・第1 B 回参照)

関西防空工業所案12人牧容ノ地下式坊主壕ニア

内法径1.80m長サ2. 40mノ回筒形トス、構造詳

細ハ闘ノ如シ〔規格製品〉

2. 防空壕の被害獄況‘

イ) No.  1 防空壕

上流側入口の正面より受けたり; 爆風区と相営大

なる弾片を認め扉は左上部陀弾痕を示し大破飛

散す。

入口左側D 蛙は下より 3分の l の鮪にて折損し

3 7  v  



)' (0， I  ｾ方環萱構造及被害状、九

{事 1 図〉 南 面 図

( 良妻，、ヲ車窓ラ示 λ 〉

合、激動向

11.. 

( 茅 Z 図 ) j じ あ 図

-- yも

r<0  Ｒ 防費 ｮｾ ， 織込高検ち欲 ，Ｇ ，之

t 守: ! ) 百1) ) ｾ否問 {移:6図 ) ＮＺｉｴＮＱｩ￯ｾ＠

v  3 8  

Ｈｾ事マ ｅ 泊〉

平面図
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断 mi tYl
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コ弘被主状況A
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@No . 3 防 孤 墜 北 面

左よ り第 2強間の上段布丸太の被響

⑫ 不 明

@  中心目表の被答

@ N o. 4 防 探 墜 南 面 東 端 下 部 の 被 害

( 板は大破すれど内容物〈相官大なる石塊をも )

合む土砂〕は飛鮫せず裏面に影響を及さず j  

v  4 0  

@No . 4 防5草壁

絵 へ 柱の折鏑

@の一部を高官

大せしものー〉

⑮ NO. 4 防5草壁 北 面

仁左より 5番目の援問上部のも反例股を見る〉

@No . 4 防5草壁

( 左よ 17 2番目 張関上部の狽痕〉
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「巾 I.Em 高6. l m 長 2.3m

係 16 閲 No.1 No. 3 簡易防ｧ［｜［ｾｾ

l 枚容 人 員 10人

積上げた る石傑の一部崩壊ナ。

情壕内の右側奥に繋智たる兎は

右前肢の骨折と飢血のため不安

苦痛を訴へ、鳩は幾分充奮のj伏

態を示せり。

扉外の金網範の猫も不安尤奮の

みにて異常を認め歩。

ロ) No. 2 防 空壕

北側入口の蓋の横に揖片のつき

さ L り約 1;米斜に飛べるを認め

る他異常友し。

内部む小豚は網t r : 切取りたるの

みにて普通欣態なり。

壌の南 2 米の木蔭陀繋げる兎に

も異常を認め歩。

ハ) No. 3 防空壕

弾痕をも爆風墜を受けたる模僚も認めす:。

内部に置きた る犬は可成元鷲の j伏態を示せり。

2. 結 論

No. l 及 No. 2 の同型の防空壕 2 個を築造せる

は内 1個は場合によれば直撃弾の被害を受くると

とあるを致想し直撃による被害と破片による被害

卒 官 官

とを比較せんが￭Ｎｩｾなりしも質際には用者共摂械な

る破片K よる被害のみより彼ら宮りし常此の試み

は充分達せられ歩。但し昼趨必至む形勢にある今

日、出来得る限り無用の人命損傷を避くるため簡

易防空壕念設の緊要主主る事は軍営局の言陀よりて

も明にて、殊陀自後使用爆磁の性能も次第に強化

4 1  v  



されつムあるととに鑑めば大いに注意を要す。

術賞験後無統制主主観覧者が質験調査員より先陀

現場陀達し精原形をと動かせるととは貴験上遺憾の

黙友りき。

壕内外の動物のf伏態に関して林大肢動物闇長の

診断の結果によれば

「供試後に於ける動物のj伏態は一般に爆繋に起

因せる影響と認むべき異常を示さす=、強いて求

れば猶、犬、兎等に於て幾分不安元奮せるやの

感あるのみにて 、赤血球沈下速度は質験前後を

係 17 聞 No. 1 No. 2 簡 易防空壕

比較 して大差 えにく、白赤球数は犬、豚に於ては

非常の増加を示し 、豚に於ては約 1蔦 2 千個む

増加を: 見る 、No.1 防空壌の兎は第 3 日目猫は

第 13日自に弊死したるを以て之を剖験ナるに何

れも高度の毛閉 (25cc) と便秘及肺後葉の出血

斑を詮明 したり。

以上三つの慶7状が果 して爆風墜に因て誘起せら

る与ものなりや陀就ては倫今後の研究に侠つも

のとすj

以 上

A..  A 並 背 面 図

r l 存E半組図

No.2防空壕

( 第18薗〉

( 集 19周〉

ν 4 2  



合 力 線 の ト ラ ス

解 法 へ の 藤 用 (2)

ｾ＠ 2. フイシク・トラスの園式解法

静止荷重に到するトラス全部材力の園式解法と

して所謂クレモナ聞法が最も便利なととは周知の

所であり、而 も叉所謂フインク・トラスにあって

はとの方法のみにて押し進めるとと不可能友鮎も

構造力撃を皐ぶ程の者は誰しも知悉してゐる事柄

でるる。

そとで斯かるトラスを解くに営つては途中に他

。方法は挿入しなければたらぬ諜であるが、そ白

方法としては通例次の如きものが採用されてゐる

即ち

1 . 部材置換法

2. クルマン固法

3. 切 断 固 法

4. リッター解法

との内第 l の部材置換法は殆んどるらゆる構浩

カ撃書に採録されてゐるので、その詳細をま互に述

べる必要はないと思ふが、他法と比較のため大要

を示し旦っそり特質に就いて一言慣れて置くとと

にしよう。即ち第16圃 ( A) の如き屋根荷重を受

けるフインク・トラスを例にとれば、節結A - C

_ D迄は同圃 ( B ) む如〈クレモナ感カ圃を描き

得るが、その次に至って困難陀遭遇するので、落

に於て ( E ) の如くに部材置換を行ふのでるるけ

れども、斯くて得られた新構面 A F I は明かに滑

節 3角形の集合でるる故陀夫れ自身安定でるり、

従ってトラス主主瞳の釣合には部材の置き換えは何

らの影響を及ぼさないととに主主る。而も節貼H I't:

荷重無きは構面A F H G  C  ( D) 圃参照〕及び新

構 商A F Gに作用する外力相等しく、且ヲ 3 部 材

カも夫々平行してゐるので、その結果構商A F G

C 釣合より求められる部材カ 6 - Yは原トラスの

6- 12に、 Y- 13は12- 131't:叉13- 1 は13- 1 に

等しいととになる。依って新トラスに就いてクレ

寺 門 四 歳 猿

モナ固法を行へば、感カ聞は節賄 E - G - F の

序に描かれ部材カ 9 - X 、X - 5 、x - y 、 6 -

Y 、Y- 13、13- 1 が求まるであらう。而してと

の中初めの 2つは夫々真部材カ 9- 10及ぴ 5- 11

が部材置換の影響を受けたものであり、 x- y は

偲惣材の癒力でaうるから、之らむ貼を修E ナる必

要がるるがそれには ( C ) 圃の如く X - Yの影響

を考へらればよいので、斯くして部材 E F 、 F H

E G、E H、G Hの耳目撃力 9- 10、10- 13、 5 -

11 、11- 10、11- 12等を容易に決定し得るととに

たる。或は部材置換によって良部材カ 6- 12、12

13、13- 1 が知られた友らぽ直ちに原トラスに戻

り、節賠G - H - F の順序又は F - E - Gの順序

に臆カ園を措いて行つでも宜い。

以上が部材置換法の原理と方法とであるが、之

より判る如くとの解法は前例に就いて言へば原構

面 A F H Gと新構商A F Gとに作用ナるカの紙態

が全く同一で、なければ行ひ難いのであって、若し

節駐日に荷重が在るとすれば上越の如き部材む置

き換えは無意味となるl ! ' あらう o 然らば斯かる荷

重を受ける場合は如何K ナれぽ宜いか。部材置換

法を紹介する多くの著者はその針策を示して呉れ

主主いが、別友著者がとり場合にも回ひ得る解法を

駿 へ て 呉 れ て ゐ る 。 即 ち 節 駐A - C - Dと進ん

だ後何等かの方法によって部材カ 13- 1 ; を求め、

然る後節賭 F - E - G，...，H の順序に臆カ困 を描い

て行くのであって、との13- 1 を決定ナる何等か

の方法と云へば前記第 2乃至第 4 の方法がそれな

のである。以下之等に就き簡皐t . J . 解説を行ふとと

にしよう。

先づクルマン固法でるるが、之は第16園A に示

ナ如き断面を想定し、之より右の構面即ち D 聞に

於ける A F H Gと同- 7 ' jjc 態の構商の釣合を考・へ

る。撚る時はく B ) ( F ) に示す示カ聞及び連力

4 3  v  
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( H)  

<GJ 

( 第 16 園)

固によって之に作用ナるタトカの合力 r を決定し、

叉部材力 6- 12及び、12- 13の合力を考えれば之ら

と部材力 13- 1 は H坊に交はるべきでSうるから、

之より ( A ) 固に於ける L 鵠を引くととを得、依

っ て ( B ) 固に於て黙 6 を通り之に平行に L 棋を

引き叉結 l よj ? 13- J  I ' C 平行線を引けば駄目が決

定せられ、蕊に 13- 1 の大さ並びに向きが求まる

のである。但し本固に於ては園面の都合上 ' ( A)

と ( B ) のL 綿は封稽的I ' C '5 1かれてゐる、. l ! . pち

くB ) に於けるものは構面A F H Ga : 考えた場合

であるから注意せられたい。

ヲたの勿断固法と云ふのは云はぽ第 4 のリッター

w  4 4  



解法の園式法でるって、原理は雨者全〈同一でる

る。f ! Pちクルマン法と同儀の断商にてトラスを切

り離し構商の釣合を考えるに際して、前法の如く

3 カの釣合陀蹄着せしめや多数の力の僅で 1賭に

酎するモーメントの代数和が零怒るべき釣合保件

を利用するのである。本例に於ては構面A F HG

を考え、之に作用する外力の節鞘 I i ' L 到するモー

メントを部材カ 13- 1 と I 黙との距離にて割る場

合を圃示してある。即ち ( G) 園の如く作用すれ

ば I 駒の題りのモーメントは ( + ) H . y i ' Lよっ

て得られるので部材力 13- 1 は. + ) H x  y...;- h を

計算すれば宜い藷であるが、之を園式的に行ふに

は岡の如き R 紘を引き、示力闘上結 I より距離 Y

tt. る結を過言? って之に平行君主る直線 ( B聞に於け

るR 線〉を引いて、之が賄 1を遜る水平主義と交は

る黙 (13) を求めれば線分13- 1  r . t 部材カ 13ー l

を表はすとと K 君主る。何と君主れば ( G) に於ける

ム 1 MOと ( B) 陀於けるム 1 - M- 1 3とは相似

なるが故に

J'.! nち

従って

13- '  1  :  0  1  =  1  M:  1  N  

百士了: H = y :  h  

百士丁=Hy / h

と友るからである。

終りのリッター解法は云ふ迄も無く上連の切断

法或は構面の釣合による解法の解析的方法でるっ

て ( H) 固に示ナ如く前法と同ーの断面を想定し

?と後 I 黙の廻りのモーメントを計算する。今部材

カ13 - 1  ; 左右向き即ち引張力と偲定し U にて表は

せば本例に於ては

Z M= + ( 4 P  - O. 5P)  xO. 51- 3P x  2  x O . 1251-

U  x h = O 

I! Pち ( 4P- O. 5P) xO. 51- 1. 5P xO. 51- U  x h  

= 0  

.epち 2PxO. 5/ - U  x h = O 

故に U  xh=2PxO. 51 

主主る開係式が得られる。従って之より U の値を計

算ナれば宜いのでるるが、との式の右漣をよく見

ると之はA 駐に鉛直上向に作用する 2 P ゑるカの

I 黙の理りのモーメントに外君主ら放いから、とり

カを I 黙を通る方向 ( R紘〉と部材カ 13- 1の 方

向と陀分解すれば前者のモーメントは明らかに零

と君主るので、結局後者の分力は U と同大異符競の

ものと主主る筈でるる。依ってとの闘係を利用すれ

ばリッター解法によるとも計算在行ふとと友〈因

解的陀部材力 13- 1を決定し得る韓でるるから、

本法をクレモづ固法中に挿入しでも純圃式解法を

妨げる如きととは起らないので、ある。而して ( B)

岡陀於てとの場合は y = l M= 2 P と君主り、先に

引いた R 棋は ( H) i ' L於ける R 線と平行しなけれ

ばならぬ事云ふ鈷も無いでるらう。

さて以上の 4方法を検討してみるに、部材置換

法は鞘々廻りくどい嫌ひと場合陀より用ひ得君主い

快貼がるるので、成る可く猿め部材カ 13- 1を決

定して行く方法の方が望ましいのであるけれども

上越の 3方法ではその何れも部材置換法と相似た

般Z誌を有してゐてそれ程便利友ものとは云ひ難い

のである。即ちクルマン固法に於ては合力 r を決

定するの陀蓮力闘を妥し而もその始綿と杉線とが

鋭く交はる詩めに作用位置が比絞的遠距離陀放る

と共陀作圃の精度を失する般結を伴ひ、叉との諸

難結を切り抜けたとしても L 棋が・綬勾配とえ主るが

故に際力闘に於て 13鈷を決定する際再び闘の精度

を共するととにえにるであらう。次の切断国法でも

亦特殊主主示カ聞及び連力圃を要するので可友り厄

介であって、との方法により決定せられる M 賠及

び R 繰は寧ろ終りのリッター解法による方が多少

の計算を伴ふとしてもより簡鼠に従って叉少い誤

差を以て決定せられる位である。然し最後の方法

を用ひても R 線は固から明らかな如く L 耕よりは

念勾配で、Sうるとは云へ13駐を正確に決定し得るた

めに十分な傾斜をしてゐるとは云ひ難い。勿論園

式解法は略算法であるからそれ程迄陀囲の精確さ

を期する要は主主いであらうけれども 、クレモナ悶

法に於ては最後に癒力園が殆んど閉ぢて呉れtt. け

れば金胞に亙ってその誤差を配分し君主ければなら

ぬ詩で、との手並立を避け且つ誤差てた可及的小たら

しめんがためには製闘技巧の練遣を以てするとと

が重要因子? とるととは論を侠た友いが、然し技術

的見地からナれぽ圃の精度を比較的よく保ち得る

作固法の使用と云ふととも亦般く可からぎる悶子

であると思はれる。との意味陀於て筆者はく B )

固に示ナ T 線使用による方法が望ましいと考える

のでるるが、との繰とそ前節に述べ? と合力紘に外

友らないのでるって、とれよりその方法を鞘 k 詳

しく紹介しようと思ふ。
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第17間 ( A ) は3角形剛隠王子盤或は問IJ 性構雨 2

及び直紘材 2 より成る滑節骨組であるが、直娘材

は特殊君主構商と考えてよいので、との骨組を通常

の直締材のみより成るトラス〈線材トラス〉陀針

して「構面トラス」と稽するととにする。構商ト

ラスの名栴は従来少数の著書に見え、その安定性

の問題なども論ぜられてゐるけれども、誌に云ふ

構商トラスは夫等と多少構成方法を異にし従って

叉従来後り考えられ主主かった形式のものをも含ん

でゐるものでるる。その構成理論や方法の詳細に

就ては他日稿を改めて紹介ナる機もあらうと思ふ

ので今回は省略するととにし、その特徴のみを簡

皐に述べると、第ｾＱＱＺとの梢商トラスは地盤をも

一つの構商( 固定構商〉とするととであ b 、従っ

て原則として支貼は常に回碑支承とたる謹でる

る。然し移動支承とするととも地盤に連結してゐ

る 2i' 骨節構面〈例へば箇に於ける IV構面〉を.1t

る支鐸にしてしまへぽ可能で、あり、又一旦それを

支鐸とすれば更に之を碍子支承その他の移動支承

と置き換えても何ら不都合を生じ友いととは明ら

か? あらう。勿論園の如きトラスの場合は最初か

ら構商 ｉｖ 主主どを考えす ｾＨｂＩ の如く輔子支承にし

て置いても容易に全樟を構成し叉その安定性を置

するととも出来るが、原則的には地盤をも構成要

素とナるために支慰は四時支承陀しで置く必要が

あるので、それは静定構面トラスむ成立依件式と

して

2g- 3n+3=O ・. . 一( 1 )

を機構象的に誘導するに際し、 g をさを滑節撒 n を

地盤告と含めた i停車商数とし主主ければ主にらぬからであ

る。次陀第 2の特徴として構商トラスの各構商は

剛性でるれば所謂充腹手盤でも滑節枠組( 夜来の

概念に於けるトラス〉でも剛節枠組( ラーメン〉

でも何でもよく、同時にその形j伏もさをく任意であ

って、 2i' 骨節構面必歩して細長い材たる要主主く叉

3 滑節機面必歩しも 3角形たるを要しないのでる

る。然し充腹手盤より成る構面トラスと云ふもの

は現在の所未だ理論的存在に過をすヘ斯かるもの

が費用的慣値を有ナるや否やは今後の研究に倹た

ねぽ反らたいと考えられるので、今日構商トラス

が存在意義を有ナるのはその構商を枠組特に理論

的滑皇官枠組とナる時在来の所謂トラス形式D 殆ん

ど綿べてを構成し得るばかりで友〈、質施可能主主

新形式のトラスを色々作 D出すととが出来る貼で

あらう。

さて上述の諸概念から第17固く A ) の骨粗をみ

る時之は明らかに( 1  ) 式を満足するが故に暫定

構面トラスであり、ヨたに之の I 及びl J [ の構商を所

調ハウ・トラスとして且つ町の構商を碍子支承に

置き換えれば第 ＱＶ 圃 ｾａＩ むトラスＨ構商型線材

トラス一一筆者偲稽〉を生歩るととが知られる。

然し誌に断って置かねば主主らぬのは、 (  1  ) 式は

安定なる詩めの戸、要保件ではるっても十分僚件で、

主主いが放に、唯との式を満足するのみでは該トラ

スが安定なるととを断定し得歩、民にその安定不

安定を判別ナるには他の手段を必要とナる黙でる

る。例へば第17固A のトラスはく 1) 式を満足し

且つ構面 I Ul l I が滑箇 3角形を作った後との合成

構面と IV及び地盤が更に滑節 3角形を形成する故

に、安定且つ静定であると判定を下さねば友ら君主

い。所で、斯様に滑節 3角形の集積と考えて行くの

友らぽ前記の如き僚件式を用ふる迄もなく、在来

のトラスの定義を多少披張ナるむみで通常の安定

僚件に依ってやれると思はれるかも知れ主主いが

(  1  ) 式は構商滑節 4 謹形を含む場合にも成立ナ

るし、叉静定トラス機成用諸公式は之を基として

導かれるのでとの式を成立僚件として置くのが便

利主主語でるる。斯くて第16園 ( A ) の如き 7状態の

フインク・トラスは第17圃 ( B) K 示される構而

トラスとー臆見倣すととが出来ょう。而して後者

に於ける荷重 P は枠組構商 I 及び III I 1 : 作用する貨

際の荷重の合力であるが、元来構商トラスにあっ

ては先づ構商を剛鵠と見倣ナので荷重の作周知は

その位置を撲ぽ歩、又内力としては滑節Z誌に於け

る相互作用力を考えるために、荷量. は成るべく構

面W; 1 1 : 纏めてしまふのが取扱上便利で、ある。撚る

後1骨節賠K 於ける内力を合力締法によって見出し

現貨に於て剛暗主主らざる構商を形成ナる部材震

は部組の磨、カを次の別段の問題として決定して行

けば宜いととに主主る。認に別段と云ふのは、構面

トラスとして滑節慰に於ける相互作用カが求まれ

ばそれで、総りでるって、構面内c 部材カは構面ト

ラスの内力ではなく、弾性平盤の或は枠組の又は

翠たる引強材塵縮材の聴力だからである。然し貰

4 7  v  



際司題として第16園 ( A) のトラスを第17闘( B )

の如〈考えるととは部材力決定上の便宜が強見せ

られるか らであって、興味本位陀構商トラスと考

え・てその臆力を知るためで主主いとと勿論である。

即ち後者の構商uは 1 ; 本の直線材のみより成る故

に、 II の雨範結陀於ける内力の節駐を結ぶ方向の

合力と、との構面即ち前者の部材 13- 1 のJft; カと

は同一なる筈で、之による時フインク・トラスの

中央下弦材態カを比較的容易に決定するととが出

来 、窓陀も亦構面トラスの存在意義がるるととに

なる。斯くてとと に至り構面Uv雨節黙に作用ナ

る内力を如何陀して決定するかの問題を残ナのみ

とえ主ったが、解析的方法は今の場合用は無〈唯園

解的方法3と考えれば宜いのでるるけれども、それ

には前述の如く合力棋を用ふるのが最も誼営であ

ると考えられる。それは合力締法が 3鮫アーチ等

にあって支貼反力や中間絞陀於ける内力を決定す

る上に便利なととは前簡に述べた通りでるるがと

の構商 トラスは 3錠ア ーチとして取扱ふととが出

来るからでるる。即ち先づ構商 1II l l I を合せてー

構前と見倣せば皐純梁と友って( 単純梁は構商ト

ランスの最も簡皐主主形であるが〉反カ A 及びB は

容易に決定されるとと説明ナる迄もないが、斯く

反力が決定ナれば次は地盤を耳元除いて反カを荷重

と考え構面II を固定する、撚る時は蕊に構商uの

雨節黙を支黙として針稽荷重を受け而も支黙反力

の方 向既知怠る ｾＱ 稽形 Ｓ 銃ア ーチが出来るととに

なる。とのアーチの支給反カとしては Hの雨節黙

に於ける内力を取るべきで、従って原構荷I f K 荷

量書 ｬｾ き時はその 節駄を結ぶ方向が反力方向と主主と

ととは容易陀理解される所である。而して斯の如

き 3銃アーチを考え得る主主らぽ、反カの方向既知

怠る故に荷重の合力は零主主るに拘はらす京前節に述

べ? と所から( 第10園参照〉容易に園の如くその合

力棋を引くととが出来るの守るらう。との合力鯨

中 T 棋は左支貼反カと荷重A の合力作用棋であ

るとと云ふ迄も主主く 、之より A = P をT 線む方向

と水平方向とに分解ナればそむ7]( : z p . 分力は支鈷反

力即ち構面Hの節貼力惹いては第16岡 ( A ) のト

ラス部材13- 1の膝カに外ならえ主い需である。勿

論との作闘は別に行ふ必要友く、周囲 ( B ) に於

て最初陀描かれる示カ園12は外力 A の示カ固であ

v  4 8  

るから、その最上黙 2 より闘の如く T 線を ( T)

K 4 - ' 行に引け I' f ' 他の R 線 L 棋に比して可たり急: 勾

配陀水平綿と交はって ＱＳｾ 請が決定されるし、叉荷

重 p. v作用位置も原トラスの節黙E たるとと明白

でるるから ( T) 線も別闘を用ふるととなく同園

( A ) 上に於て簡明にその方向を知り得るので、

との方法は従来の慣用法K 比して技術的に優秀で、

ーあると云っても過言ではあるまい。尤もとの法は

i構而. トラスの知識を多少必要とするとは云ふもの

の 、 フインク・トラスを解くに要ナる程度のもの

は部材置換法の考え方に比較して決してむつかし

いとは思へ左足いのでるる。

ι: 上で屋根荷重を受けるフインク・トラスに於

てクレモナ圃t去を途行するための各種園解法を比

較検討した上構商トラスによる合力締法が最も有

利君主る知を明かにし得たのであるが、次に同じト

ラスが風聴荷重を受ける場合を考・える陀、従来矢

張り部材置換法が最も多く用ひられてゐるけれど

も、との場合も一度構蔚トラスを考えて中央下弦

材態力を決定する行き方が簡明で、ある様に思はれ

る。即ち第16闘のトラスが回輔端側から風歴を受

ける場合は第17園 ( C) の如く、叉移動端側から

風塵を受ける時は同 ( D) の如く考えれば宜いの

で、撚る時前者に於ては構商 III の釣合から合力綿

( T ) を容易に引くととが出来、之より下圃の如

く部材力 13- 1  : を決定し得るでるらう。間してと

の場合明らかに合力綿法はクルマン闘法と一致し

てゐる。叉後者に於ては勾配 30。なる時反カ B の

方向が構荷mの右謹に一致するためく T ) 線は B

の作用線陀重注 b、従って 13ー l が零とえ主るとと

圃の通りである。との場合13- 1が零に放るのを

強め知って置くととはクレモナ感力圃を順次描い

て行く上に非常に有利となるもので、之は特に合

力線法を用ひ友い時にも容易に知り得る所である

に拘はらす，従来斯かるトラス陀聖母して多く部材置

換法が用ひられてゐるのは如何主主るわけでるらう

カミo

f自;)'1笠岡じトラスが中央下弦材に荷重を受ける場

合は同闘 ( E ) ( F ) に示ナ如く反カ A 、B を見

出した後 ( B ) と同様に構面 II を固定して 3銃ア

ーチと考え合力棋を描けば、 Hの雨節Z誌に於ける

内力はく E) の場合に T ( F) の場合1 L 2 - 3 及



ぴ 4- 3と友り、之らが知られれば構商 I 及 びm

の枠組に封ナるクレモナ癒力園は之を容易陀描き

得るととになる。而して部材13- 1の麿カ( 軸方

向力及び曲げモーメント〉は絡 b 陀荷重と雨節

結内力とから草純梁同様に・決定すれば宜い。との

( F ) の場合とそ合力総法の有効放る典型的危も

のと云ふととが出来るであらう。

次にフインク ・トラスの支承鈷が南方共四時端

放る時は第17園 ( G) の如き 1 ｾえ不静定構面トラ

スと見倣ナととが出来るが、との構商トラスの雨

反カを何らかの方法によって見出し得るたらぽ、

その後は ( A) の如き育委定放る場合と少しも異る

所主主く解法を行ふととが出来る。

ぷグ、以 A 、以

ｾｾ＠
( 第 18 圃)

さて上越の考え方によって純問解的に全部材力

を決定し得られるフインク・トラスは第18固に示

す種類のもので、るって 、第四回 ( A ) ( [ ) 如を形式

のトラス fとるつてはクレモナ闘法を用ひる時二度

困難に遭遇するので、合力線法を利用する場合も

同固く B ) 及 び ( C) の構商トラスを考え怠けれ

ばたら友い。後者は前速のものと全く同一で、、之

によってとの場合の部材カ 1 - 3 を決定し得ると

と先に説明した通りである。そとで次' 陀前者の構

面トラス陀よって部材力 1 - 2 及び 1 - 4 を求め

る方法に就て述べるととにする。

〉ヂちk
J 、 1 ..G... 

( 第 19 園)

先づ第19園 ( B ) の構面トラス陀就て一言する

と、之は明らかに前掲のく 1 ) 式を満足しE つ地

盤と共に構菌汚節 3角形の集積であるが故に静定

であって 、之から同圃 ( A) の線材トラスが生れ

るととは一目瞭然である。尤もとの構商トラスは

在来の名栴陀よればワ ーレ ン型であり 、園陀ハ ッ

チングを施した 3 構面をすべて 4謹形にしたもの

がその標準型であって 、 ( A ) のトラスの構成は

矢張りく C ) のフインク型構商トラスからなされ

るのが自然でるる。然し部材カ 1- 2 を強め求め

るに際してはー且 ( B ) のトラスと見倣して左端

構商の釣合を考える必要があるわけで、ある。而し

てとのトラスが屋根荷重及び風塵荷重を受けた場

合の合力棋の描き方其他は第20固に示ナ通 D極め

て容易で、あるから、以下その要縮むみを事け・るに

とどめ諒解して貰ふととにしよう。

( A) は劃稗1 ' . J . 屋根荷重を受ける場合で、との

時も荷重は構商毎に合成して置くと都合が宜い。

然る時左端構面には平行外力 A = 2 P及 び Pが 作

用してゐるので、之に差すする合カ線を引く陀営つ

ては示力闘を用ひるよりも合力 rl の大さが P とな

る性質を利用して外力の合カ作用位置を求めて行

く方が遁かに簡単であるから 、聞にはその方針で

合力総を引いた後 ( T ) 線によって反力 A から部

材カ 1 - 2 を決定する方法を示してある。勿論と

の場合部材力 1 - 4 は 1- 2 と同一である から 、

宇分だけに就て考えれば十分で、ある。

( B ) は四時端側から風墜を受けて居り 、との

場合は闘の如く右端構商に作用するタトカは ( A )

程簡jfl でたにいので 、示力闘に於て油営に極を選定

して外力 A との合力作用位置を求め 、之より合力

綿を引いて ( T ) 棋を決定しなければならないの

でるる。叉右端構面を考えると之に作用する 3カ

はナペて支黙を通るので、之より部材カ 1ーヰは

聞の如く 0 - 1 として求めるととが、出来るが 、

との陣カは必ヂしも強め決定して置かねばならぬ

ものでは放い。向ほとの場合にはトラス主任腫を通

じての合力線を引くとと不可能で、部材カ 1 - 2

を求める図的からは勿論その必要はないけれども

若し" 5 1くとすれば中央繕面より右方或は左方をー

構面と見倣してフインク型トラス陀し友ければな

ら歩 、聞には前者の場合の合力線を示して置いた
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から注意せられ

{  度い。

ｾ＠ ( C ) は風塵が

移動端側から作

用してゐるので

左端構面の受け

る外力の献態は

簡E露であって、

その合力 r は容

易に作用線が描

I'v かれる。従って

寸コ 之と部材力 1- 2

の作用棋とから

サ一 合カ繰 4 を引け
ー -

F ぽ T の方向は直

/  11 

/  ω ぐに定 まって 、

/ J  ℃ 部材カ 1- 2は 2

ン - 0 として求ま

るのである。叉

右端構面を考え

ると勾配 30。の

ｾ＠ --- 時 は闘の如く反

日¥ 巴 ヵB が右謹に活

li¥ ふた めに部材力

11¥ 1- 4は零となる

I  i .  ¥ 筈で るり 、それ

i  i  ¥ からと の場合も

1  Ji  ¥ 亦第 19固くB ) の

J  i  ¥?  如 きトラ スと し

¥ ¥ て白金腫に亘る

月「ーヅ¥ 合力棋は引くと

ｌＭｾＢ＠ ¥ とが出来ないで

に 〉 あらう 。

/ ぞる¥ 絶 りに蛇足t : r .

'" 1I ¥ 

I¥.J ¥が ら第19闘 ( A )

ξ /グ の トラスが不静

芝 ノ 定に支持せられ

/  てゐる 時は前例

と同じ く反カ さ

へ何 らかの方法

によって求まれ

ば 、後は静定支

持む場合と金く

同様K 合力締法

を行って 、クレ

モナ闘法を遂行

し得るととを附

け加へて置く。

( 筆者は立命館)

大拳専門部教授



す て ん し ょ

辰 巳 孝 雄

大 東E 設遁 と弾丸列車

東京・横潰聞に我園最初の鋪道が敷かれたのは

明治 5 年 9 月、次いで、 7年 5 月十亡は大限 ・紳戸聞

が開通してから早70年陀怠る。

支那事蜜 5 年有宇にして昭和16年12月 8 日突如

として勃蛮した大東亜戦守[ 去、勇敢なる我皇軍の

破竹の進撃についで、着々その戦果を去さめつ L あ

る事は誠陀よろとばしい次第である。既に勝利は

我にありといへども、倫長期電誌を議期し怠ければ

友らない事は云ふ迄も主主し大東亙建設への目的

達成のため今や圏家を穆げて戦ってゐるが、近き

将来に於て我大日本帝園を中心として大東i I f i . 綜合

の共祭閣の確立、叉と ικ 期して待つべきものが

ある。

而し て今戟季の真只中にあって、政府は高難を

慶して東京 ・下関聞を新幹棋とする一大動脈の建

設を企画し 、 目下着々その調査に乗出して来たの

であるが、今後堂然大東亜共祭圏を一丸とナる一

大交通計霊の運営に依って内地 ・南方を蓮稽ナる

弾丸列車む質現も遠い話ではえにく、既にとれが第

一歩として、闘門海底隠遁の一大偉業を完成し、

我圏科皐技術む凱歌を世界に燦と披置したのであ

る。

一一躍進は交通から。との基礎確立の篤には東

京 ・下関聞の蝉丸列車の構想、はもとよれ閥釜海

底陸遁を経て朝鮮に入れ満側支郡大陸を経由 、

例ｾｩｊ・若きからマライに遁歩る 大東 ｅ 錨謹 の新幹棋

や、更にシベリヤをぬけて東京 ・ベルリン聞をも

結ぶ直敏錨道の大動脈をも猿想ナるととは、正に

将来に封ナる現在人に奥へられた一大使命と怒ら

ねば君主ら友い。

緑豊飽和幹線構想図

冨lt

曹ｾＮ｜ＮｉＩッ

Q7，'J.，t. 

11すてんしょ 11 から中央停車場へ

F  

〆

銀這ー一一凡そ「図家の動脈」として70年の歴史

ある我園銭が産業の開殻と文化の琵展、闇防の確

立と更に重要物資の織迭に完行して来た事は云ふ

迄もないが、明治 7年初の大限騨が梅田の地に設

けられたのは曾根崎村の国岡の民ン中にあったの

である。赤い煉瓦の建物から陸蒸気 ( ヲカ ジョウ

キ〉が殻着してゐた頃は、梅田ステシシヨ( ステ
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ーシヨンの意) も乗降人員僅かであったとはいへ

大したものであったと云はれてゐる。その後石造

に改築され、更に大正二年の大阪騨綜合大改良議

案を経て、現在 K 至ってゐるのでるる。との厳に

大阪騨の前身が梅田ステンシヨである主主か、貨物

専用の梅田騨が引に大きぐ現設されてゐる今日で

も倫旅客専用である現大限騨を うめだ躍 と呼ばれ

てゐるのも 、常時から使ひなれ? と愛情でもるら

う。しかるに大阪廃が関西( Z ) J E門として叉都市の

大玄関として重要主主役割にある陀か L はらすヘ未

だ工事未了のま L 放置してあった事は吾ー人として

誠に口惜しい話でるるが、堂時の梅田ステンシヨ

も重要注大任を轡び、て現在の如き騨舎を生み、更

に別個に大動脈 として 吾々が想像ナる新幹棋大東

亜鍛道建設に伴って、との地に大阪中央停車場の

出現ナる事も近い将来で

るらう

新幹線大阪中央停車場

の構想

直接との計霊に開係も

主主い勿論貴際的友資料も

対車中央{ 樹時想I l i f黒図

有しない私が、車に客観的陀新聞等陀依り既知蒐

集したものを基礎としてとの 11新幹棋大| 阪中央停

車場11 の計輩を試案し? と事がある。勿論空想的友

大規模君主ものであり猫想的なものであるとしても

大東亜領選が責現するとすれば、との動脈中に我

大阪に中央停車場の設置が第一位に穆げられる事

は明遼念事であり 、勿論理丸列車の運営が起用さ

れる事も確貨危問題である。カミムる諸問題の前提

から少くとも時速150- 200粁の速度を必要とし 、

その計霊要素も必然と ー費して来る事である。

×  ×  ×  

中央停車場の設置場所とて現大阪騨より分離、

上下交通網を一丸とする一大綜合器を展開ナる事

が最も好僚件であると思はれる鈷から 、新聞其他

の停へる如く現東海道本総東淀川騨附近が最も有

望主主地黙であらうと思ふ。

又抜大君主用地を利用し都市計霊の整理陀依って

騨前路面電車と市設道路む外はすべて縁地を配備

して小公園化し、構内乗入自動車の駐車場の設置

と歩道と車道の立躍計蓋に依る交通の岡滑も務め

て肝要であらう。
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躍の型式 は勿論雄容奪用逼温式でるり高架化と

ナる事は最も合理的である。現在東海道棋と立韓

交叉 し東西に延びる線と 考へれば、営然騨舎は南

面して構成されるべく 、叉との附近一帯を綜合計

霊的に 、現在地下織棋の 「梅田」終結を濯く豊中

市への延長の途上にある好僚件から、とれを地上

・地下に陀相蓮稽ナるととも極めて有利である。

更に京阪 ・阪急: の各電銭舎祉の併合に伴ふ京阪紳

電鎮の合流と現在の東淀川躍を包含ナ るとと陀依

って、一大停車場を展開して完全連絡する結合集

も最も有望であら う。騨前交通整理の賠から考へ

でも. 地下道に依って附近ピノレ及地下銭との連絡

を密にし交通繁激を解放する一方、防空的にも効

果ある施設とナるとと も肝要で、言うる。又市電軌道

の附近来入も別に現市電堺筋鯨長柄橋終結を延長

して柴島から南方町を経て騨前に出る事に依って

合流容易でるり 、更に十三方面を経由して梅田附

近に回途ナる事も綜合交通に重要主主役割でるる。

東西高架路線には乗降場上家四本を設け、更に

増設し得られる鴛には北側に多少の用地の準備を

も考慮し 、普通列車上下 2木、念行列車上下 1木

更に特別列車上下 1本とを求め、中聞に専用貨物

念行綿の富余裕を加へ主とし て重要物資の織法迅速

友る計霊と ナると とも必要である。勿論との停車

場には貨物は取扱はヂ別に専用騨を設置ナるとと

に依って波客本位とする機能が稜揮し得るのであ

る。弾丸列車運用に仲ふ基準から乗降場は 、列車

長最大15輔編成とし l 輔約25Mとすれば375M{jと

必要とするを以て、多少量余裕を見て 400Mとする

必要と巾員 15Mとする事. も将来計叢として是非肝

要であらう。

との高架路線の前商に構築する騨合は特に大東

買をーメL とナる面回から 、雄大な構想のもとに豪

華な殿堂を建設するととは勿論でZうれ 従来の型

式を極度に改良した卒面計壷と動線計査から若手

ナる必要がるらう。



即ち出ヰしから待合へ、待合から改札一一来降場

への位置と距離を拙大にして短長であるととがそ

の主要素- でるる。又乗車 ・降車を完全連絡可能的

にしてしかもとれを直分し地上へ地下へ流出する

様工夫ナるととも必妥であらう。行先の遠距遠か

ら見て出札室 ・改札口の直分は: 必要ないとしても

一回遼金である構成と流棋に依って験送完壁が得

られ一日何十高といふ乗降人員も簡単K 掠作する

ととが出来得るのである。待合室の完備も喫茶・

娯繁等を包含し? と落付のるる施設とし 、豪華君主騨

舎の主階には騨務室の外時局にふさはしい大東亙

館の各室陀依って満? とす事も一案でるる。

×  ×  ×  

大東E 鎮遣の賓現とそ大東亙共祭園建設への躍

進的生命綿で喜うれ共祭圏確立の先進的事業で遣う

る。我々技術者はとの偉大左足る任務完途のため陀

は、と の大すてんしよから一一出登ナる大陸への

弾丸列車の如く進撃しゃうではたEいか。

〈 筆 者 は 大 阪 鍛 道 局 ・建築士)

績 七 坪 半 の 建 築 家

青 山 正 義

本誌 3 月抗の私の雑文「七坪牟む建築家」に封

して、 或る人が「君は七坪宇の建築家を賠護し主主

い、と言ひたがら、責任を持たねばえにらぬなどと

言ひ謹しつ与やはり一種の嬬護をしてゐる。それ

に君の名文調は 、僕達には誤魔化さ れ易くていけ

たい… ...J と皮肉られた。一一忠告に従って以下

は名文調で友いつもりでるる。

「七坪宇む建築家」は却J めの蓋休み t亡、: J i ; - 茶を飲

み陀いくのも面倒なまム、計算用紙の喜震に何んと

えに く書き干留めて置いたものを 、. ふと思ひ出して投

稿したもりである。もとよれ此の如し評んで¥

考へて、忠告してくれる人は「七坪宇の建築家」

にとっても、 皇室外の幸躍でるら う。勿論私は住宅

問題の何んたるかを理解せ歩、又理解しようとも

してゐえにい、住宅に付いては語る資格のない人間

である。厳密な意味に於ては、建築家でるるかど

うかさ~援しいもりだ。? とど私は時々、住居と云

ふものが、人聞の形成陀奥へるであらう影響陀 つ

いて、考へさせられる思ひ出がるる。

私の少年時代に住んで、ゐた近くの町に、現不Eか

なり有名陀主主った茨鏑町がるった。私は叔回の家

に行くには 、いつでも 、その茨鏑の工夫逢が、集

って一部落を放してゐる住宅地を通らねばなら友

かった。少年の私には 、そとを通ふのが、どうに

も恐くて、やりきれt : J . . かったものだ。幅 2間程の

道路のナぐ側陀 、10戸建程の長屋が、覆ひかぶさ

る様t亡、幾棟も 、幾棟も遣を挟んで、建ち並んでゐ

? と。それ等の家は、道路が玄関でるり墓所であり

庭で喜うれ物干場であれ流し場でさへるった。

夏の夕方友ど 、ほとんど半裸になった女房達が、

焼櫨を道路陀持ちだし 、煮焚をしてゐる。一方窓

も、障子も聞けはなたれたー聞きりの家の内では

男が締一つで寝とろび、演をた らし、垢まみれた

子供達が、蹴のまム他人の家も自分の家も見境ひ

主主し f亡、戯れ廻ってゐる。私は恐しいと云ふよ b

むしろ、ナさまじい感じナら輿へられたものだっ

た。堂時その町は 、ゃうやく茨錨町として護展し

かけた時で、その佐宅は新築の筈でるったが、新

築と云ふ新鮮な影は 、何庭陀も見遅うたら友かっ

た。そして私は自分の住む家む幸帽について、 !j 、

供心にも感謝したのである。

るの家の内で成長した子供達は今一程どうなっ

てゐる事だろう。

私は先年、久しぶりに園に蹄った時、ふと思ひ

だして、その部落を零ねてみた。勿論現在は、 町

は市とえ主れまるで綾子も痩 ム立減免主努務者住

宅も多く建築されてゐるし、恐らしその部落は

とうに取 P はらはれてゐる事を猿葱してゐた。だ

が驚ひた事に 、20年前の幼ひ記憶に残るその部落

では 、時代の煤を積み重ねながら 、今fむほ人聞の

生活が替まれてゐたのである。私は住宅と云ふも

の. ム久遠性についム改めて深く反省させられた。

その家の住居者は 、 ｾｫ と費っていった事だろ

う。

或る人達は 、 もっと幸幅君主家に住むため陀 、移

縛したかも知れない。然し 、その家む在る限 1) .  
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それ等の家陀住まねば友らぬ居住者は、絶針に無

く友らないのでるる。そ う云ふ家とそ 、居 住者 の

意志に依って 、永久に撤去される事はないであら

うから。

是れ等の問題は 、勿論住宅からのみ解決 され る

もりでは友い。然し努務者住宅の一つの性格がと

与に在る事も 、建築家は決して忘れては友らたい

でるらう。今 日の課題は 、ヨ リー居復雑で、緊念

である。が、建築家が一人の車まれた注文主( 多

くは居住者) の許可のもと陀 、騒使した浩型委芸術

観や、個人生活への合目的観の針稽として、捧務

者住宅を把握しては友らえ主いと 思ふ。

再び 「建築家の マスタ ーベイシヨンは 、語家や

作家の如 く個人の不幸のみに絡らえ主 い」と云ふ古

い言葉 を新しい意味に於て思 ひ返へしたい。

とれは決して他人への提唱 で た し 私 自 身 へ の

反省でるる。

( 筆者ーは 住宅管園大阪支所建設部勤務)

ロ ー マ の 回 想

津 田 撃

たしか一昨年の婦人公論三月貌に「ロ ーマの回

想」と題として帝大教授阿部次郎氏、早春記をと讃

んで護芸術の 古都 ロー マを 私 は幸ひ再度訪問はした

が、伊図語の素養が主主いか君主しさ乍残念自らの宿

泊ナるホテルロ ーヤルを伊太利讃みのアノレベルゴ

. ロイヤ J レと蛮音ナベきを知るよしも友く 、言語

の不通に苦しんだ、にがい経験が未だどうしても

今術忘れるととの出来主主い彼地での深い印象を新

にする機舎を奥へられたととが、何んとなく懐か

しく営時を回想して認に駄文を草するととにし

た。

ロー? の印象始めは 1920年、次は 1930年、前回

は第一次欧洲大戦後二年で、物資は世界的に不足

の折柄マルセーユに上陸してローマに向ふ列車の

食堂では、コ ーヒ に入れる砂積は各自 一人介とし
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τ 、丁度散繋一回分に殆んど均しい僅かの量を 小

袋に入れてそれを客に渡ナ。それで辛抱ナ るより

しかたの友い有様故、他のものはを して知 るべ き

で、ある。

ローマに到着して第一の印象，は、市街の不潔 と

人気も何んと主主く悪るそ うで暗い気持のナ る買に

いやな都と思はれた。ゐまけに自分の不注意で は

あったが、ホアノレのカウンタ ーで部屋の取極めの

相談中確かに蔓の上に置いて階上の室を見てから

降り て来 る 僅 か の 聞 に 窮 民 機が紛失してゐ る。

ボオイ 君はタクシイの友かに忘れたので、はたいか

それ友れぽ早速警察に届けた Eとと親切に言ふては

呉れるが、 ど う考へてもそんた筈が主主 く、飴りし

ゃ くにさわったので其憧に した。到着早 々到角る

とがれの者I1が主主んと主主く面白く君主いむで、せめて

は明 日の行動でも繁しみにと疫に就いて見たが、

官会りに よい夢が結ぼれる筈は君主かった。

翌朝寝耳材料庄で、小型! の新らしい器披を買ひ求

め、一通 りの見皐をなしつ L 其の都度撮影した ヒ

J レムの現像焼付を材料底陀依頭、印税と仕上代金

手数料とを添へ. 出来次第早速次の宿主主る 、ロン

ドンに途るや う依頼して出聾した。

傍 ロンドンで約一ヶ月滞在中 、首を長くして待

てども何の音信もない。どうした行違ひか. 結 局

不落手とは質にあきれたもの。あまりよい気持の

ものでは友い。滞在中夜庖をひやかしてゐると 、

醇どれの雲突く計りの大男がいきな及 、ベランメ

イ、調口宜穀自分としては最も大切君主頭をいやと

いふ程つかんで二三度ふり廻されたので、とれに

は全く驚いた。しばらくは気が遠く左足った位でる

った。

名所奮墳の案内人は無暗ι 心付をねだる。いや

はや質に御話にならぬ。此れは世界的に集まり来

る観光客が斯くせしめた罪も若干はあるらしいと

心ひそか lて痛感した。然し自分の専門の研究方面

陀は歴史的にも 、事術的陀も参考物は豊富一寸他

の圏にては得難い多くのものが到る所に Zうるのは

羨ましく 、差引先づ損は主主かったとあきらめられ

た次第でるった。

三一マは噴水の都とーと口にいはれる程あって

先づその玄関の第ーの印象として恐らく放人に忘

れるととの出来君主いものは. 停車場前む庚場にる



る豪華左足噴水塔であらう。 71 < 煙勢よくぼとぼしり

飛沫は夕陽に映じ、その美くしい有機は事術篤ｾ

として異閣情緒豊かである。不幸にして私は二度

とも此の美観を撮影する機舎を逸したのは返すが

へナも残念千高、いつも後悔の種である。

伊太利の料理は材料も我図に似てをれ調理の

方法もナベてよく煮込んであるやら、舌ざわり

とろりとして悌蘭西とは叉別の珍味である。営

時物資不足φ 折柄代慣は相常高債であったが、流

石に一流の底はマルセーユからの列車の食堂とは

異君主れ品数の多いには閉ロナる程で、今日程れ

ば到底言うれ丈のものを口にするととは至難であら

う。例の古代競技場跡を見率中案内人N 君につか

まった、彼は軍人②がりで若い時分数年間在米し

たそう及、其れで英語を解ナると先生頗る御自慢

である。よく行届いた案内はしたが、料金は相営

のものであった。

営時は未だ日本人でガイド専門の人は居らえにか

った。二度目には二三の人がるって大助かりはナ

るが、此れも一得一失。 K 氏C 如きは我々を可な

り喰ひ物として生活するので、時k そのすじから

泊をしぼられた位高い料金をむさぼり、且つ面白

から古る行震があったらしし彼にも相営引掛っ

た連中があらう。今はどうして暮して居るか。

ローマで私C 赤毛布是れは可たり入念のもので

るる。宿泊したのが二流のホテルでは喜うったが浴

室の床の隅には普通大低排水口がある筈のもの。

それが君主いので大失敗をした。是れは一昨年一月

のラデオ放迭で¥ヨ{ ヨー先生とオト君が京都の

都ホテノレの浴室での失政と殆んど同一浴槽からあ

ふれる 71 < が廊下に流れ出し、他の室へ室へと 11国々

に遠慮えにく流れ込む仕末。あせればるせる程71<栓

の故障で、71 < がJ . f ニまらなぬ。事務室に念を報歩ると

時々とん主主騒ぎがあるらしく、ボオイと女中の締

出で数十枚む毛布を惜しげもなく手ぽや陀水面め

がけて投げ付けそれにひたして吸取る作戦とは驚

いた。やム暫くナるとどうやら納りはついたが、

信此の騒動にどれ位の心附を梯ふが、合理的たも

のかと心配した。若し叉損害賠償として請求書で

も突き付けられては事甚だ面倒と内心大いにびく

びくものであったが、案外Jをだやかであったので、

却って薄気味悪るく懐の許ナ限りの大宮裂をせ宮

るを得君主いととにえi : b. 多少背く主主ったがまる致

し方のないととである。倫且つ帳簿に建築士と署

名してるる。日本人として如何にも不瞳裁極まる

事件で、外出す る際是非通行せねば怒らぬ帳場の

前、此の関門で、世話に主主う? と人々と顔た合すむは

柳か恥かしく全く閉口。そとで放るべく横側の出

入口を見付け、そとから出入したのは苦しまをれ

の一策であったのも、叉蛍時を回想すれば微苦笑

を禁じ得友いのである。

次回は同行二人。今度は若干勝手を知ったか振

りでホテル ローヤル陀投宿した。 10年前とは丸で

簡の機子も費化して、酔どれや乞食は市中では一

寸見営らぬ。道路も清潔に友り人気もよく、凡て

に秩序の回復めざましく、此れは例の黒シャツの

出現した御蔭であるそう主主。今回は幸' C A f ' C 紛失物

もたく居心地は上々。且つ宿の格式の関係もるら

うが、頗る高事が好調子。面白いのは此のホテノレ

の若いボオイ君の一人に終日何時出遇ふても「沿

早ょうござゐます。喜子やナみなさい」と御世酔た

っぷり仲k の愛矯者である。

大使館のO 氏からータ暁饗の御招きにあづかっ

たので、恐縮し友がら往きは同氏と同行した。御

宅迄はホ : T l レから殆んどー直棋らしく 、蹄りは目

印としてミケランゼロの作った有名左足門をくぐり

僅かその先を廻ればよいと教へられた。

御馳走は純粋の日本食、しかも江戸前の料理の

数々。るさ Dの吸物、 Sうげ、鰻頭、友んて頗る酒

落たもの計り。 ローマでとん友御弛走を頂かうと

は議期せぬためびっくりあごをは歩した次第。あ

とで御零したら . 日本料理専門の方が腕を振るは

れたとのとと。なる程と結頭かれた。

十一時近く迄御牙r施して御主人が例の門が見ゆ

る場所迄見迭ってくださったので、厚〈御植を述

べて蹄途に就いた。時は三月早春でるる。夜はふ

けて若干そとらには露がかかってゐる。附近を見

狸ナともうなくては友らぬ筈の例の高さ 40尺位も

るる門が一向見首らぬ。道は一直続且つ巾も相営

資く見遁しもきく筈でるるのに、どう間違へたも

のか歩けども進めども行けば行くほど他の方向に

さまよってゐるらしい。電車の監督らしい入、或

は道行く人々に誰れ彼の用捕なくホテルローヤノレ

何れに星うりやと英語で零ぬれど、馬o J f に念悌、
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一向要領を得主主い。右に左にさまよとλ グクシイの

運蒔手に話掛けて見ても更に通じない。時は主計j 一

刻と過を、夜は深々と更け渡り、寒さは次第に加

はり全く関口。御巡りさんにも相手にされ歩、這

々の態でる? とりを見廻すと折よく一人の紳士にぶ

つかったので¥すかさ歩例の通り泣くが如く訴る

が如く尋ねると、漸く了解したらしく破顔一笑ホ

テルローヤノレは四五軒先の右側であると教へられ

た時は責K 嬉しかった。術笑ひながらかんばんに

書かれであるホテルローヤルを等ねる場合、アノレ

ベルゴ・ロイヤルの方が土地の人にはよく遁歩る

とのとと。地獄で悌に出遇ふたような気持でやれ

やれと宿に飛込むと、例のポオイ君ーにとにとし君主

がら待って居 b ましたと計り「ゐ早ょうど吉ゐま

ナ。たやすみたさい」には一寸あてられた気味。

平速チップをつかませるととに友った。

ローマから先年東京市に贈られたローマ開租牝

狼とロシユラス J レレマスの塑像は現在日比谷公園

花壇の卒坦放る一部に据付けられてるるが、其の

位置は古都ローマの面影を偲ぶには何んと君主くる

ナとでは周園の風物と砂しく不調和の様である。

彼地であの狼は博物館と、叉別に丁度愛宕山位の

高さの丘の上にある博物館に行く、坂の途中に飾

られてあるむで日比谷公固に其の適蛍の位置を物

色すれば、即ち同園の東北隅の出入口に近い池を

前にした石垣の上が最も好遁地でないかといつも

自分丈けの考へ、るすとに移せばいくらか同地で

あの塑像のある附近にほうふつ彼の地の情緒をー

居深く味ひ得ると回想したのでるる。倫例の伊太

利特有の傘をひろげた様主主松一二本あしらひたい

ものである。

人民庚場の前陀いつも致基客待ちの馬車がある

v  5 6  

大き主主幅腕傘をひろげ、俗にぷしよう傘といはれ

る日除け粂雨除けの客のある迄呑気に傘の下で駅

者同志浮世話しに花をさかせ、無中にたジて居る

のも叉懐かしいひとつの風景である。更に叉面白

いもの陀、葡萄酒を運搬する極彩色の幌馬車があ

る。馬のたてがみ其他に色とりどりの飾りゆかじ

く、早朝村から街に出で賜りの昼草の j駁者は大低

ゐねむりをしながら黒の山高帽子をあみだにかぶ

り、馬草花ゆられてよい夢心地らしく、叉其の馬

も日々のととではるらうが、村十て踊る道をかんし

ん陀間違ヘヂにととととと遁を行く風情は甚だ長

閑でるる。

数多き慶櫨の跡を見撃せし回顧も懐かしく、ア

ツピヤ奮道坦々として果しも主主く遠くつづきクオ

ウパジース寺路傍静かに建ち、その昔聖徒む残せ

し貴き足跡を偲ぴ、ピータ ー寺院の床に敷込まれ

たる大理石の修繕にいつも忙がしく立働く石屋、

如何に世界から集まり来る御上りさんの多数が、

かくもナ b へらナか陀驚歎する 。イグリヤン・スカ

イ、貨に清朗澄み渡る蒼空の色は誠に美しく何庭

に行くも好天気の際は直ちに同地を思ひ浮べるは

誰れしも同感でるらう。

カラカラ帝浴場の庭に敷詰られた色とりどりの

大理石、モサ・イクの一片、三分角位のものを土産

の印材K と掘り起し、看守陀しかられたのも既に

十富余年前の昔となった。

パンアオンの屋根裏で古物を内職に商ふ老翁か

らイミテーシヨンとは知りつムもつかまされた古

色蒼然らしき太古用ひたらしい素爆の油差しのい

とも麗はしき艶をたがめ友がら摘筆ナる。

〈筆者は津田ｾ建築設計監督事務所長〉



常 務 合 C第 7 回〉

時 4 月 5 日午後 5 時15分- 6

時50分

所 Z長曾室

出 席 者 理 事 竹 腰 副 曾 長

E監 事 池 周 監 事

常 務 佐 藤 主 犯

中西主旨己

小林三主音1

松久保主計

大 下 繍 斡

小 林 編 斡

機 事

1.四月例舎に関する件

2. 法規刊行幹事合幹$ 委婦の件

3. 合券幹事合幹事者毒婦の件

4. 待合合に関ナる件

5. 市民防衛展覧曾十亡資料貸奥の件

6. 鱗負規程再検討委員選出の件

7. 合員径衡

報 告

E寺

1. 十七年度曾計検査終了報告

2. 出在E入管除隊報告

常 務 舎 ぐ第 8 回〉

4 月19日牛後 5 時20分- 6

時20分

所 集合室

出 席 者 理 事 松 本i lJ t首長

級 事

常 務 佐 藤 主 記

中 西 主 配

薮中主目己

西 海 主 計

大 下 鋼 斡

小 林 縞 斡

1. 事務員僻職願出並に採用の件

2. 曾員詮衡

報 告

1 . 三月分曾計報告

2 出主E入管報告

ｩｾ［ 空 Ｇ ＧＺＺ［Ｇ ｾｾ［ ｾＺア宝ｹＮ［モヨプｻｲＮ［ｾＮＺＢｾ＿Ｚ曳 ＺＰ 吋ぎ吹早々ｾＺｾど

諒 ｧｾ 会 主 ＡｩｴｪｩＡｧｬｦｾ［ 説話

時

所

陳列揚縁演E主談舎( 第 2 回〉

4 月 1 日午後 2 時一 4 時3D

分

集 合 室

出 席 者 講 師 弁 上 内 務 省 建 築 課 長

玉置愛知県系建築課長

堀井大阪府建築課長

松弁京都府建築課長

山内兵庫際建築課長

出 席 者 小 委 員 松 本 委 員 合

松久保幹事

青山、山 本各秦員

協議事頂

1. 各委員よ D の提出3震につき検討

の上建議文案を作成の上次回小

委 員 合K 附議決定するとと

木材統制に悶する小委員合

〈第 4 図〉

出席者 関按イと喜住外 9 配 |  時 4 月27日午後 1時一 3 時

集合室幹 事 松 久 保 幹 事 長 外 7 名 |  所

1. 弁上課長は験時下空襲は必然的な

P との前提の下 K 防火改修、儀袋

防孤方法、空地等陀闘し講演あ P

次で玉置課長よ P 名古屋市附近の

建築と建築材料に就いて講演後質

疑に入目各府軍票課長よ P 夫れ失れ

関係事項にヲ量感答各自懇談の後

解散す。

初 科 委 員 合 ( 第 4 回〉

時 4月 l 日午後 5 時印分- 8 時

所 集 曾 室

出 席 者 幹 事 後 川、選回

委 員 畔 上、湖、竹内

前野、 白石、橋本

協般事項

1. 木材寸法規絡原案再審議の件

材 料 委 員 舎 〈 第 5 回〉

時 4 月15日午後 5 時一 B 時

所 集 曾 室

出 席 者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 後 川、遣問

委 員 竹 内、竹中

協議事項

1  .木材寸法規格案成案決定の件

木材統制に関する小委員舎

( 第 3 回〉

時 3 月29日午後 5 時3D分ー 7

時

所 集 合 室

出 席 者 小 委 員 松 本 委 員 長

協議事頂

青山、烏野、山本

各委員

1 建議原案委員長よ Dfi 党明の上字

句一部修正決定す

繍眠 Ｎ ｾ宇事曾 Ｈ費 ｾＵ 回〉

時 5 月 7 日牛後 6時一 7 時

所 築曾室

出 席 者 幹 事 長 小 林

常 務 錦 関

幹 事 塁、生E旬、宮崎、

山口

5義 彦

1. 7 月続編斡方針陀関する件

法規干IJ 行 幹事合 ( 第 2 回〉

時 4 月22日午後 5 時 - 6 時宇

所 集 合 室

出 席 者 錦 回、横見、景山、水本

議 事

1 原稿整理の件

法規刊行幹事舎 〈第 3 図〉

時 5 月7 日午後 5時ー- 6 時

所 集合室

出席者 錦 問、績見、景山、水本

議 事

1. r市街地建築物、法施行細則」中

訂正に闘する件

2.  r工作物築造統制規則」に慨 す

5 7  v  



る件

3. r臨時日本標準規程J I C関する

件

住 宅 委 員 舎 ( 第 1回〉

時 3月3日午後 5 時宇一 7 時半

所 集合室

出 席 者 委 員 長 矢 田

幹 事 岡 本

議 事

委 員 河 合 、 小 林 、 中 野

西図

1. r女性と住生活」展覧舎に闘す

る件

2.都市共同住宅に関ナる件

3. 耳東時国民住宅に闘する件

4. 建築必携との連絡に関ナる件

5. 住宅讃本に関ナる件

6. 職時組立住宅の研究κ 関する件

住 宅 委 員 舎 ( 第 2 回〉

時 3月18 日午後5時半一 7 時宇

所 集合室

出 席 者 委 員 長 矢 田

幹 事 岡 本

委 員 昼 、 西 国

議 事

1. r都市共同住宅J IC闘する件

2. r住宅讃本」 κ 関する件

住宅委員ｾ c第 3 回〉

梅野28 C株 式 含 鮭 丸 | 西村庚三郎君 深 谷 茂 樹 君

物管勝係) I  山 下 義 雄 君 山軍事康秀君

野 崎 卒 治 君 住 吉 区 鷹 合 町 272C八 | 北 野 輝 夫 君 寺 坂 宗 吉 君

木工務庖) I  普通賛助員

三 浦 武 夫 君 港 直 八 幡 屋 錦 町 182

の1 C八木工務底〉

水 本 正 夫 君 大 正 直 三 車f*東 3 の

24 ( 大阪府答察部)

山 田 昭君兵庫際主主摩郡本山村

岡本64 ( 大林組〉

地 方 合 員

南 野 市 朗 君 山口癖熊毛郡室宅資材

南町 1 鳥飼宮大殿方

裁本岩男君満洲園奉天市大和l i l [

加茂町16鋭

普遍賛助員

株式含匠土浦洲大林組

内 f満洲大林組J

占 郊 茂君旭区南島町' 768 紳主亘

殿方

西 弁 食 君 府 下 北 河 内 郡 四 僚 村

大字北保1407

喜 多 昌 雄 君 和 歌 山 市 本 町 3 の 4

f株式合前士西本電I V

佐 野 公 三 君 旭 区 豊 豆 町1758の12

4 弁IW慶治殿方

主E 矢 博 久 君 和歌山市北国主豊田J ' 16

( 株式舎前土西本組〕

飯 野 敏 明 君 回中新之助君

中 ，山 主主君

生 駒 忠 彦 君 東 住 吉 m : 北 関 漫 町32

9C勤務先〉住宅苦手園

大阪支所建設部

前 村 惇君 山口県系光市う也弁4519

曾根義助殿方

野 間 亮 卒 君 兵 庫l採川溢郡小潰村

米谷字塚垣内 117

主管田 貧君 東住吉区北国主豊向r

144 

今 西 茂 雄 君 阿 倍 野 区 西 長 居 町

490 

村 奇 修 君 神 戸 市 紳 戸 笹 下 山 手

通 7 の 41

三 好 侍 ニ 君 阿 倍 野 区 丸 山 遜 1 の

78 

中 家 賃 君 阿 倍 野 直 阪 南 町 西 1

の 51

時

lYr 

4月15日午後6時宇一 7 時牛 l  

| 松 谷 弘 君 堺 市 櫛 昼 間f 東2の14

原 田 武 雄 君 池 田 市 大 字 西 市 場 池

ノ下43石橋伎宅管闇

110競

集合室 |  

l  山 崎 正 三 君 和 歌 山 市 西 紺 谷 町 2
大 杉 謙 二君 朝 鮮 揺 南 生 駒 町 沼 南

出 席 者 委 員 長 矢 田

幹 事 岡 本

議 事

委 員 屋 、 西 国 、 中 野 、

河合

1. r都市共同住宅 J の件

2. r戦時組立住宅」の件

3. r住宅痕本」の件

奮 員 動 静

ｩ ム……ｾ
曾 員

木 子 信 一 君 京 都 市 上 京E 北野自

v  5 8  

曾 員

柴 田 六 郎 君

花 輪 E 虎君

;浩 戸 護 君

田口銀治郎君

地 方 金 員

四十宮正雄君

特別賛助員

岩尾千太郎君

堂盗塁き次君

の10C株式曾枇西本 |  師園経患部工務課

組) I 浅 井 泰 君 兵 庫l採武摩郡良元村

得 能 久 正 君

宮 氏 幸 雄 君

世事国 清君

若 林 源 蔵 君

藤重土希雄君

竹 中 健 二 君

西 川 誠 一 君

伊子志字逆瀬347

大 海 勝 弘 君 旭 区 大 宮 町6の1 (動

務先) 北区豊豆町援

南高等工業率校

締 本 繁 一 君 尼 崎 市 三 反 田 町 生 関

45 

西 国 体 三 君 「勤務先) 関西配電

株式舎世

森 川 義 雄 君 和歌山市関戸 高松

269 

後 藤 田 郎 君 三 重 勝 手 治 山 田 市 船

江町東洋紡績山田工

場前士宅



保 岡 信 夫 君 東 京 市 神 田 区 駿 河 .

2の1

地 方 舎 員

久 保 図 笑 雄 君 新 京 八 島 遜22の1( 稲荷

洲清水組内〉

岡 部 泰 文 君 東 京 市 中 野 区 高 根 町

24 

司君本祭六君 岡山市久山町 B

曾我怒幸雄君 長野揮系南佐久郡中込

町株式合枇常上安宅

製作所信州工易建設

事務所

近藤義雄君北m . : 黒崎町41

藤 田 元 吉 君 庚1ib軍事、佐伯郡五日市

l l l T 字五日市乙1009の

2 ( 動務先〉庚島市宇

品町11 の41住宅管園

庚島支所

和 国 審 議 君 大 連 市 民 弓 町 5

特別賛助員

光 弁 稿 松 君 東 淀 川 直 東 塚 本 町 2

の 35

久 野 飯 太 郎 君 尼 崎 市 西 字 在 所 内

935 

省通賛助員

4貧困 筆 君 旭 甚 大 宮 西 之 町 7 の

41 ( 鹿島弘資殿方)

吉川秀夫君熊本市健l I ! l l l T 字立野

竹中工務庖作業所内

一

名

山
一姓一

一

改

一
γ
し

命 員

大 海 卯 一 君 ぐ 沓 名 〉 将 軍 ん 11!.!1aI大

宮町6の1

; 瓦……乙j

地 方 舎 員

織 田 泰 雄 君

木村外茂夫君 昭和17年 11 月29日逝

去

女 図 書事君昭和18年4月2日逝去

永 野 房 吉 君 昭 和 16年 4月逝去

i亙普賢助員

黒 田 浩 君

( 謹んで哀悼のまを表ナ〉

圃 館 後 !e

最近、本音昔、の強行方: まことに遅延致し、殊に2伝説など

は月カ凄ってしまふ程の後れようで、何ともお詫びのし

ょうがなL 、。云ひ認がましくなるが、最近、世の中が何

とな〈慌しく、折角寄稿の承諾を得てゐても〆切期日近

〈になって俄かに断られる向も多々あり、 g ，a: t の製版は

製版で 2 日で出来たものが 1週間ι uも要する始末、印

刷も叉その湿り、入手不足から文撲、植字、校正、印刷

製本と月の牟ばもかムる有機、一度お〈れるとそのだ勢

で叉おくれてしまひ、つひに本読の如き不始末になって

しまった。

しかし、これでは合員諸君には申し認ないと、緊急編

輯幹事舎を開き、組織を再編成陣容を強化し、全員協力

して此にあたることになった。ヨ実務とはいかなくても、

七月鋭あたりから定められた日には、内容を更新且豊富

にしてお自にかけるつもりでゐる。

それから、止とは曾勢幹事舎のことであるが、間合の催

しは今後本誌上に於いて震表することになり、曾員各位

への個h の遁知は経費節約の意味から略することになっ

たので、本誌の念夜、曾告欄をお見落しなきように希望

する。尤も日時のことも本誌の費行とにらみあはして手

落ちのない様には致す考へである。以上告会白を利用して

お詫びまで〈こ〉

建 築 と 社 曾

第26韓 第 5現

l新 田 銭 ( 郵 税2銭J

毎月 l図1日 愛 行 定 償 ⑧

12加 6楓( / ? 24鎗J

昭和 18年 5 月15日 印 刷 昭 和 18年 5 月20日渡行

後行・編斡

印 刷 人

大阪市北E王朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 新 日 本 印 刷 有 限 合 枇

大 原 市 北 区 南 錦 町 46 番 地

霊 童 行 所 主 要 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中之島 3 ノ 3 靭 日 ピ ル

電話長北漬(23)4501番(9)

費量密口座大阪 39975 醤

日本出版文化協曾合員呑競222043

配 給 元 日本出版配給株式含祉

東 京 市 紳 国 軍 淡 路 町 二 丁 自 九 養 地

戸
l

 

l

 

j

 

弘

禁 轄 載

本音虎に潟蛾せるものは一切 ζ れを無断にて

車事裁し又は単行本陀上梓 その他の複製行軍事

をなナととを著書ず。
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